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力ワゲラ lくamimuria tibialis PICIET (セキ題目)

岸本 亨(筑波大生物科学研究科)

セキ麹目は有麹亜綱，多新麹群に属し， 日本で

は9科約 160種知られている。この自の発生学

的知見は，Pteronarcysproteus NEWMANにつ

いてだけである (MILLER， 1939， 1940)σ 

P. proteus では，不連続な座盤葉(表層の細

胞はそれぞれ独立している) ，核集合体が卵内

を移動して卵底中央に到達した後に笹原基を形

成するなど，初期発生に大きな特徴が見られる。

しかし，それらの知見については不明瞭な点が

多いため，確認する必要がある。今回は L
tibialisの初期発生について若干の知見が得られ

たので報告する。また，卵の形態について興味

あることが観察されたので報告する。

観察結果

I 初期発生

産卵直後の卵には表層原形質や網状原形質

がほとんど見られない。卵割後，核は卵表へ

移動し怪盤葉を形成する。表層の細胞は分散

しておりP.proteus と同様に，怪盤葉は不

連続な層のようであるが 薄い細胞性の膜で

つながっているはずであるので，今後更に詳

細に観察する必要がある。卵の後極側では表

層の細胞は密になり，連続した層が形成され

る。それらは次第に肥厚，伸長し円形の任原

の卵と初期発生について

基を形成する(図a，VP)。次に匹原基は卵

黄内に陥入して(図b，Vp) ，中空の球状匪

原基(図c)になる。卵黄側の細胞層(図 c， 

EC)が将来睦子となり，表層側の細胞層，

(図 c，A)は羊膜となる。 P.proteus 

でみられた核集合体とその移動は観察されな

かった。

E 卵形態

K. tibial is の卵は橋円体で，卵殻は茶褐

色を呈している。卵の基部には襟状部があり

その中央部から basalplate と呼ばれる透

明な寒天状の付属物が生じている。 basal

plateはキノコ状をしている。卵殻の表面と

basal plate の表面は，キノコ型の小さな

突起をもった粘着性のある薄膜で被われてい

る。この膜は卵が水中に産下されると卵表か

ら離れしばらくすると消失する。同時に，卵

に密着していた basalplate の傘状部が，

卵から離れて広がり，スカート状になる。卵

形態における一連の変化の観察より，卵表面

の粘着性のある薄膜は，卵塊を形成すること

に役立っており， basal plate は水中で石

や枯葉に付着することに役立っていると考え

らオLる。

(a) すっ(かえJ ペ「
5ilin:n 

Successive stages of embryonic rudiment formation 
of且a凶mほi.ali副単i呈. 伸一拘

A. Amnion; AC， Amniotic Cavity;CF. Cytoplasmic Fragment; 

EC. Ectodermi S. Serosa; SC. Serosal Cuticle: VP. Ventral Plate. 
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ハサミムシ (Anisolabi~ m呈ritima GENE 、Dermaptera) 

の睦子発生及び触角の増節現象について

布施洋子〈株式会社東邦医薬研究所〉

革麹臼昆虫の匪子発生については，現在まで いるo

に4研究が行なわれているが，その全貌は遺憾

ながら分っていない。そこでこの知見の不足を

被うため，千葉県千葉市で採集したハサミムシ

( Anisolabis mari tima )の恵子発生を観察

した。結果の概要を下きさに示す。

図l 卵割(産卵後 0-2日〉

産卵陵後の卵は，淡黄色，約1.5糊 x1.2棚

の卵形で光沢があり多畿の卵黄を含む。卵後極

寄りで盛んに核分裂が行なわれている。

図2 匪盤薬形成(産卵後 2~ 3臼〉

卵割核が白い小点として卵表に分布している。

図 3，3' 腹板形成(産卵後 3......， 4 B) 

Jffi域とE壬外域が分化し，さらに駐域は原頭域

と原麟域に分化する。r"J)議形成が始まる。

国 4，4: 5， 6， 7， 8， 9 Jffi{詩形成〈産卵後4-6B) 

卵黄分割が起こるo 休節と付属肢原基の形成

が始まり，最長期に入る。口陥陥入 9 尾鍬原慈

の分化，付属絞の分皇居化，気F号・神経隆起の形

成などが進む。

関10，10'径反転(綾卵後6-8臼)

思予を側面からみると，卵黄を背にしてそり

返った姿勢をしていた睦子が，急迷に，腹部を

曲げたエビ状になる。報部{本節が頭部形成によ

り前方に移動し，各緩霊告には複雑な隆起が認め

られる。

図11，11' 背閉鎖の進行(産卵後 8-10日)

腹端から前方に向け徐々に腹節の背部が形成

される。媛節の隆起から緩板・側板・背板が分

lへ守男、，C 3 ¥丹 、 ぎ 化してくるo

3 (i .\~'l r...ン.¥函l泣2，1日

[¥f仁i¥:三¥¥::.守 !l b.:;¥一二;二一 管習j~;ト;トトトぺぺぺλ白1.ι1.与で十;i-LP 睦の完成と

又丸-ι川.'.'ジι:.'; .:.~〆〆 苓可込L二L云♂}ダダ M¥γ 1解降化 (晴産9卵F 

j@3U島…GJ‘::;j-¥;7¥i了J¥恐‘ 2ð:'W~;Ò1 
. cf:ji--z:b z-きPC 街路育部の

込主 吋~[.'tTPM 吸収されて

背閉鎖が完

成するが，Jffi全体は簿い膝クチクラで被われて
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次に，触角の後任子発生に

ついて観察した結果を左記

に示す。ハサミムシでは，

令を重ねるごとに触角が増

節し，その増節現象にある

程度規則性がみられること

が観察できた。なお，成虫

脱皮における触角の変化は，

残念ながら見られなかった。

ABBREVIAT!ON 

Antenna 一一一一一一一一一一
AAS5 Appendages of the 5th abdominal segment 

5th abdominal segment 

Blastoderm cel1 

Chorion 

Compound eye 

Forceps 

Galea 

H Hyphophalynx 

IS 

Ll 

Ll・3

L3 

LA 

LI 

Intercalary segment 

Prothoracic leg 

Pro-，meso-，metathoracic leg 
Metathoracic leg 

Lacinia 

Labium 

Labial palp 

Lateral plate 

LIP 

P

R

D

F

X

 

L

L

M

M

M

 

Labrum 

Mandible 

Median plate 

Maxil1a 

Maxillary palp MXP 

NRAS3 Neuropi1.e of the 3rd abdominal segment 

NRASS Neuropile of the 5th abdominal segment 

PC Protocephalon 

PCL Protocephalic lobe 

PG Parag10ssa 

PM Protocorm 

5 Serosa 

SAS5 Stigma of the 5th abdominal segment 

5D Stoaodaeum 

SDO Secondary dorsal organ 

Y Yolk 



ヒトツモンイシノミ Pedetontus unimaculatus 

の笹子発生一頭部器官怒或iこついて

町田龍一郎(筑波大学生物科学研究科)

ヒトツモンイシノミ(無麹昆虫類・イシノミ

尽)の頭部器官形成について若干の知見を得た

ので報告する。

A 外経葉性器官

1.頭部には 3対の前大脳葉と前触角，触角，間

捧および 3顎節の神経節が形成される。

2.前触角神経節は前大脳葉 lobus3の正中側，

触角神経節の前方に位置し，コムカデ互望日

笠豆卦la主民Ii ( Tiegs， 1940 ) ，ヤ

スデモドキ主型空自主豆回目盟主 (Tiegs，

1947)のそれに酷似する。

3.後大脳(間挿神経節)は前方に移動せず，本

来の位置に留まるo 二震の食滋下接連合が明

らかに認められる。

4.アラタ体は大聴・ノj、膿基部1Jl.U方の境界の外股

葉性陥入，小腰、内葉側甲は小服、基部正中側の

陥入，唾液腺は下層付属肢原基基部の正中側

の路入に由来する。

5.前幕状骨は大腺基部iE中側の外怪葉性陥入，

後募状脅は小器，下露付属政境界都側方の諮

入として生じる。左右の後幕状脅原基は合一する

が，ft右の前霧状骨原基は接近するが接触はしな

L 、前幕状脅と後幕状脅は独立して存在する。

6.少なくとも後日域の腹方上皮(腹板〉は付属

技由来であるO

B 中目玉葉性器官

7.前触角・触角・罷挿i或においては一次中央中

座葉i式発達するが， 3顎節では消失し二次中

央中膝葉が発逮する。

8.体控室畿は前触角・触角・間挿・ 3顎節に生じ

るが，一般に体腔は狭く，特に前触角および

謁挿体節では発達が惑い。

9.前口域中匹葉(前触角十触角中座葉〉の大部

分は霊祭橋上層，数角，口F告の筋系に分化する

が，一部は口陥の頭楯につながる支持体，前

幕状骨の頭u1につながる 2対の支持体，そし

て前大脳の神経鞘を形成する。

10.間挿中座獲の大部分は食道下体を形成するが，

一部は口陥の前募状骨への支持休また中央中

眠薬は口陥基部の輪定筋に分化する。

11.顎節の中臨葉は各節の筋系，前幕状骨の l対

の後支持体を形成し，また心原籍Iftil・題心縮

胞・脂肪体・内臓中座葉に分化する。

12.大器体重告の二次中央中Iff葉は左右の前募状脅

の接合体および大限、横走縫，小臆体節の二次

中央中妊薬は小腺様走筋に分化する。頭部に

生じる血球は下露体節の二次中央中Iff葉に由

来する。

昆虫の頭部体節制に関して現在一般に受け入

れられている説のひとつに， Schol1 (1969) ， 

Rempel (1975)等の頭部は前触角体節を含め

た[先節+6体節」から成るという解釈がある C

この説では，前触角神経節は前大脳の lobus

3と解釈される。しかしながら Heymons

(1901) ， Tiegs (1940) ， Matsuda (1965) 

が主張するように，大顎類の進化的考察により，

一毅に昆虫では，前触角体節およびその神経宣告

は退化あるいは恐らく欠失し， lobus 3は他

の大顎類におけるように原始大脳に属し，した

がって頭部は「先節十 5節Jから成ると考える

のが妥当と怒われる。しかし今回の研究で，ヒ

トツモンイシノミでは，前触角神経節が lobus

3とは別に確かに存在し，さらに前触角体股

嚢が緩認された。したがって昆虫の頭部の真iE

体節は一般的には 5節であっても，イシノミ類

では多足類や幾つかの甲殻類に見られるように

6節であると考えられ，このことは他の昆虫に

おいて 1obus 3を前触角神経節と解釈するこ

とに反証を与えるであろう。ヒトツモンイシノ

ミの前触角神経節はヨーロ Lパ践のイシノ

ミの一種 Petrobiusbrevistyli5 における

Larink (1969)の lobus'3に対応するものと

患われる。
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無鑓毘愈類の発生と系統

安藤 裕(筑波大菅平センター〉

今日まで無麹毘虫類の睦子発生については，

かなりの数の研究が行われているが，まだまだ

情報不足で，この類を構成する昆虫群(トビム

シ，コムシ，カマアシムシ，イシノミ，シミ〉

の自主子発生の全貌を理解するには，ほど迷い状

態である。特にカマアシムシ類については， g容

が発見されたのみで，発生は全く知られていな

L 、。

以下，無趨昆虫類の発生で見られる形質中，

系統を考察する上で有効と怠われるものを拾い

上げてみたい。

( 1) 卵形，卵細胞質，卵資

卵形はトどムシ，コムシ，カマアシムシ自で

は球型，イシノミ，シミ目では長精円型。

卵結飽饗と卵笈の量の比率を定量量的に検討し

た報告は無いようであるが，球型!卵よりは長補

再翠卵の方が，卵黄量まが多いようである。

(2) 卵割

カマアシムシでは不明， トどムシは全害対から

表数jに移行するが，他のものでは，いずれも表

割そするo トビムシとコムシの卵は(1)の形質に

関しては，大そう近いが， g幹部様式が違ってい

る。このことはコムシがトピムシよりも系統的

に，イシノミ，シミに近いことを塁審示するもの

でめろう。さらに SymphylaとPauropoda

の卵は全苦手jをするから， トどムシは明かにこれ

らに近L、。しかし， トピムシは多様な多くの種

を含むので，進んだグループの中に，最初から

表象jをするものが発見される可能性があろう。

卵の形鷲，卵苦手jは卵形成と密接な関係、があるo

カマアシムシ，イシノミ，ハサミコムシでは，

panoistic ovariole ，ナガコムシは paly-

trophic 0 ， トビムシは dieroisticO.で

ある。

(3) 差益滋葉クチクラ

トビムシ，イシノミ卵では，!ff盤葉から顕著

なクチクラ j震が分泌される，シミではそれより

も遅く，早期の匪となって，初めてクチクラ溺

が分泌される。コムシ卵ではこれに就いての記

録は無いようである。有麹昆虫卵でも多《のも

ので，発生のr:t.後綴に繋燦クチクラが分必さ

れ，卵内容の保護機能を果すが，無麹昆虫卵の

ような早い詩裁の分泌は稀である。このような

臨般葉クチクラの形成は.~卵場所の環境と関

係があるかも紛れない。

(4) 匹原基

トピムシでは脹盤蒸から帯状の臨原基が形成

される。コムシでは臨盤葉全体が腹側に収縮し，

そこに出来た肥厚部が匹原Jまになるらしい。イ

シノミ，シミでは郊の後極付近に短小な経原基

が形成され，下等な有麹昆虫のものにイ似る。

(5) 霊安子模

トビムシ，コムシでは羊膜は分化せず，竣膜

のみがある。イシノミでは粧に接した部分iこ学

膜に相当する部域が分化し，シミでは下等有趨

昆虫に見られるような学療臨が，不完全ながら

形成され，羊撲は存在している。

(6) 一次背器

トビムシ，コムシ，統合類，少脚類には典型

的な陸子器官として，一次背器が生じるが，イ

シノミ，シミには形成されない。

(7) 脹運動

トどムシ，コムシでは症療基は卵表にでき，

その位賃で発生を続け，時期が来ると腹部前方

で折れ曲り，ヱピ形の匹となる。イシノミ，シ

ミの座原基の卵黄との相対的位置と怪運動は!日

麹群のそれに叫ている。

以上の他に，原生綴継臆の出現，中揚上皮形

成等にも，系統を反影すると考えられる事実が

ある。ここで重要なことは，上に掲げた形霊の

多くが，連携して現われることで，連携数の多

劣により，また，発生設踏のいつ出現するかに

より，系統を反映する重みにも違いが生じる筈

である。
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キマタゃラコウモリ( En昼旦clita 記旦豆fer)の睦子発生

小株幸正(埼玉医科大学，生物学教室)

田中正弘〈絞阜県立加納高校〉

安 藤 裕(筑波大学菅平高原実験センタ…)

鱗麹自の中でも高等なニ門亜日のE王子発生に

ついては数多くの知見があるが，原始的な単

門並筒ではコウモリガ類の初期発生の研究

(Ando and Tanaka， 1976， 1980)が知られる

のみで，その器官形成については全く未知であ

る。今回はキマダラコウモリ(単門亜日，コウ

モリガ科〉の!!E帯形成から鮮化までの概要と消

化管の形成について報告する。

発生段階:卵期間は250-300
C下で約280時間

(11. 7 B)で，以下のように14の stageに

区分できた。

stage1 (0 -40min )成熟分裂，受精。

st.2 (1 ~6hr) 卵苦手L 怪盤薬形成。

s t. 3 C 7 ~ 15hr) 佐原基形成。

st.4 C16-28hr) : 1京頭葉の分化と内層形成。

st.5 C29-35hr) 顎，胸部の体節化。上層

および触角潔基の出現。

s t. 6 (35-48hr) 顎部s 胸部付属肢の出現。

口陥の形成。

st‘7 (49~55hr) ::最長距帯期。第 l腹節に

側溺の出現。

st. 8 (56~67hr) : JlI門陥の形成。

st.9 (68~80hr) 顎，絡部に外経葉性の陥

入の出現。腹脚原基の出現。

s t.lO(81~ 120hr) 頭，胸部分離。第 3~

6腹節および尾節の腹脚の完成。

st.11(121 '" 140hr) : J経子反転。

st.l2(l41 '" 180hr)背部閉鎖。

s t.l3(l81 ~ 240hr)経子の脱皮。関毛の形成。

st.l4(241 ~ 280hr) 1齢幼虫の完成。

前腸:他の毘虫で普遍的に知られるように，

本覆の前援は原頭葉後方に生じた口鶴が後方に

伸びることにより形成される。前腸がほぼ完成

した頃 (stage12)，前腸の前方す付近から後

端にかけての腹壁に 1対の細胞性の隆起が縦惨

状に生じ，次第に中央に伸展し樋のような構造

を形成する。このような構造は他の昆虫の睦子

では未知で，その機能も不明である。

後腸本種の後腸はニ門亜日で見られるよう

に経節の中央に生じた庇門陥がそのまま単純に

成長したものではなく，後腸の腹壁は箆節の外

匪奨に，背墜は尾節に続く羊膜に由来する。こ

のような後腸形成様式は婿聖者自，半麹図，長趨

e，毛麹e，および一部の轄麹尽では知られて

いるが，他の鱗親日では全く観察されていない。

中腸:中湯上茂原基は口陥の陥入後，口陥成

部の両側に l対の細胞集団として生じる。この

細胞群は後方に伸長し，やがてその先端は紅門

陥底部に到達，癒合し，口陥底から匹門陥底ま

で逮続した 1対のザボンとなる。次にこのザボ

ンは幅を広げてまず卵黄の腹面を被い，隆子反

転後の背部閉鎖に伴い卵黄の背側も完全iこ被い，

管状の中腸上皮が完成する。多くの有麹昆虫で

見られるような紅門路底部から生じる中湯原蒸

は本種では観察されなかった。 rþ腸上皮が虹~~

臨底部に生じた燦基のみに由来する例としては

セキ趨自のPteronarcysと鞘趨悶のTribolium

が知られるが，本種のように口陥底部の原基の

みから形成される例は他に知られていない。

以上のように本積の臨子の外部形態の発達と

前綴の形成様式は二問盟百のぞれと基本的に関

じであるが，中勝と後腸の形成様式は異なる。

本穫の笹子の抱の器宮系〈神経系等〉の発生に

ついては現在研究中である O
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カイコ卵の blastoderm形成と核の移動について

武居幸子 (名大 ，理，生物)

慶野宏臣 (愛知発達障害研)

カイコ卵の blastodermは associated

cytoplasm (AC)を伴った分裂核が卵表へ移動

し，その後更に，当初の卵表面位をこえて突出

することによって形成されることを これまで

報告してきた。今回はそのような結論に至った

種々の実験結果をまとめて報告する。これには，

Eponに包埋した後 toluidine blue 染色

した卵の光顕による詳細な観察，卵表面近くに

存在する yolkgranule層(Yz G層)の巾

の変化の測定，精製した卵黄蚤白質に対する抗

体を用いた蛍光抗体法による卵表面の観察，s 
EMによる卵表面構造の観察などが含まれてい

る。なお， blastoderm形成時にわれわれの観

察した移動核の突出は，卵固定時の操作による

人工産物であるとの可能性は 凍結固定による

蛍光抗体法によっても，又卵殻を除去せず小さ

な穴をあけて固定した場合でも，核の突出が観

察されることから，否定される。なお，この突

出は卵表面で同時におこなわれるのではな

く，卵の anterior pole側から postenor

pole側へ徐々におこなわれる。

次に ，分裂核の卵表面への移動機構に関する

最近の実験結果について報告する。その第ーは，

分裂核と共に移動する ACの形態，特に微ノト管

に注目した電顕レベルの観察である。核の移動

のさかんな時期のACには.間期と恩われる核

に伴う ACにも，核を中心にしてACの周辺部

へ長く 伸びた微小管が多数観察された。その第

二は，微小管に作用するコルヒチンの blasto-

derm形成に対する効果である。分裂核がかな

り卵表面に移動した卵をコルヒチンを含む m-

sect Ringer 液でインキ ュベー 卜すると，

分裂核の卵表面への突出はみられなかった(阻

害剤のない条件では blastodermが形成される)

分裂核の移動がコルヒチンによって阻害される

のは， (1)分裂することによって核は移動するの

か，又は(2)微小管が直接分裂核の移動に関与し

ていること，或はその両方を示唆する。これら

の可能性を検討する為にはより工夫された実験

が必要である。

Summary of morpho1ogical features observed unti1 

b1astodeIτn formation in旦omby茎 egg. Zs1 and Zs2' 

yo1k granules; m'， smal1 dense1y田 staineddot; 

.EE!， perip1asm; 旦E，microprojection; ~， c1eavage 

nuc1eus; ~， associa七edcy七op1asm; 亙1c，b1astodeI百

ce11; ysm， yo1k-sac membrane. 
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カイコ卵の初期発生における 2・3の問題

宮 慶一郎(岩手大，農，応昆)

カイコの初期発生に関する報告(1978， 1979 ) 

の中で，その後の観察結果から，訂正を要する

事項，新たに得られた知見およびそれに関連し

た今後の問題点について報告する。

1 精子侵入と卵黄膜の変化

前に報告したように，卵黄膜には精子の侵入

による顕著な変化が生ずる。すなわち，電子密

度の高い外層と内層に含まれている不規則な形

の高電子密度穎粒が消失し，新たな膜構造(受

精膜)が卵殻の直下に形成される。

しかし，その後の観察により，このような変

化が生起する前に精子が卵内に侵入しているこ

とが明らかとなった。

精孔副枝は卵殻を貫通し，ラッパ状連絡管に

よって卵黄膜に連なっていることが報告されて

いるが(赤井， 1957) ，精子侵入直後の卵黄膜

の外層には斜に走る管状の間際部があり，さら

に内層を貫通して細胞質の細管が形成されてい

るのが認められた。イエパエでも卵黄膜を貫く

管状構造の存在が報告され，この構造は卵形成

の過程で形成されて精子の卵内への速かな侵入

に寄与しているものと推定されている

(Degrugillier and Leopold 1976)。
カイコにおける卵黄膜の構造変化と精子の侵

入との関係を明らかにするためには，産下直前

の卵で検討する必要がある。

2 精子の侵入と前極部表層細胞質の変化

前報では精子の侵入に伴う前極部表層細胞質

の突起形成を受精突起形成に類似した過程では

ないかと推定しているが，その後の観察から，

この現象は精子侵入の刺激による細胞質の形状

変化と考えられた。すなわち，産下直後の卵の

精孔部直下の細胞質には数個の円錐状の隆起部

が見られるが，精子侵入後著しい形態変化が生

じ，顕著な指状突起や大きな凹隔部の観察され

る場合もある。指状突起中には精子の尾部の横

断像が多数見られることもある。

卵表に平行に配列していた層状の小胞体も形

態が変化し，彩しい小胞状，小管状の断面が観

察されるようになる。このような小胞体の構造

は，成熟分裂中の卵核の存在部のそれと類似し

ており，またその後の分割核を囲む細胞質中に

も見られ，受精期，分割期の核の周囲の細胞質

中の小胞体に共通した形態と思われる。

精子が卵細胞膜を通過して細胞中に入ると間

もなく頭部と尾部が分離し，頭部は前極部の細

胞質に固まれてやや内方に移動する。次いで核

が膨化して紡経形となり，内容物の電子密度が

逐次低下し，核内に緊密に詰め込まれていた染

色系もほどけ始める。同時に卵内に侵入した複

数の精子のすべてが同様の変化を始めるようで

あるが，どれも接合可能な雄前核まで発達する

かは今後の問題である。



鱗麹目昆虫成虫筋の起 源

辻 村秀信(農工大，生物〉

完全変態昆虫の成虫組織のうちで，表皮系組

織は成虫原基と呼ばれる未分化な細胞集団から

形成されることはよく知られている。ところが，

筋肉などの中佐葉性組織は，幼虫の対応する組

織との関係が必らずしも明らかではない。本研

究では，モンシ ロチョウの中胸間接飛期筋の発

生を解剖学的及び組織学的方法そ用いて変態過

程を遡って調べた。その結果，成虫筋肉の原基

というべき組織が 5令幼虫体内に存在する ζ と

がわかった。

材料と方法 5令幼虫，踊 0，1， 2， 3， 4， 6臼，

成虫 0，3日の各発生段階のモンシロチョウをプ

アン液で 2日以上固定・保存して 解音IJ 組織

学に用いた。解剖用の虫は ，正中線で切り開き，

中腸や脂肪体をとり除いて筋肉を内側のものか

らj煩に観察 ・スケッチした。一方，組織学用の

虫は，パラフィン包埋し 10μの連続切片を作

製してヘマ トキシリンーエオシンの二重染色を

行ない観察した。

結果 5令幼虫の中胸(肢の部分を除く)に

は62対の幼虫筋肉が存在した。これら幼虫筋肉

の一部は前踊期に入ると，また他の筋肉は蛸期

に入ると退化し始めた。そして踊 2日までにす

べての幼虫筋肉は退化，消失した。一方，成虫

の筋肉になるべき原基が 5令幼虫体内に幼虫筋

肉とは別に存在した。その数は背縦走筋になる

べきものが 2つ，背腹筋になるべきものが 3つ

の計 5つであった。原基は，すべて糸状の組織

で，その 一部分は筋肉茅細胞と恩われる細胞質

の少なL、小さい細胞が集会してふくんでいた。

原基のうちで 背縦走筋になるべきものと 背

腹筋になるべきもののうちの Iつは ，幼虫の筋

肉に沿って存在した。 一方，背腹筋になるべき

ものの 1つは神経と気管に沿っており ，残りの

lつは，特に沿うべき基質を持たなかった。ま

た，すべての原基の両端は表皮にく っついてい

た。変態が始まると原基は次第に成長して大き

くなった。この時期の組織像には，多くの筋肉

芽細胞の集合が見られ，中には分裂中のものも

存在した。そして蛸 O日ではすでに筋肉芽細胞

集団の中に染色性の異なる細長い繊維様の細胞

が散在するのが認められた。これは，筋芽細胞

の融合によってできる多核細胞であると考えら

れる。その後この繊維様細胞は次第に数そ増す

とともに太くなった。踊 2~3 日には表皮の形

態形成運動が始まり 4日にはほぼ成虫骨格の

形が定まる。この表皮の運動と同時に，成虫筋

肉の各原基は分割して成虫の間接飛朔筋と同数

の筋肉東原基になった。背縦走筋になるべき 2

つの原基は，分割して 5本の筋肉束原基になっ

た。背腹筋になるべき 3つの原基は分割して 9

本になった。その後各筋肉東原基は太くなると

ともに，筋肉に分化した。なお，筋肉芽細胞や

その分裂像は踊 6日まで見られた。

考察 以上の結果から，①幼虫の筋肉はすべ

て変態によって退化する，②成虫の間接飛朔筋

はすべて幼虫筋から独立して，原基から発生，

分化することが明らかになった。しかし，備期

に見られる筋肉芽細胞のほとんどが原基に存在

するものの増殖により形成されたか否かは，今

後の検討課題である。かつて，鱗麹目昆虫の背

縦走筋は幼虫の一部の筋肉に，集合して来た筋

肉芽細胞が融合して形成されるが， 一方背腹筋

の一部は，体腔のある部域に筋肉芽細胞が集合

して新たに形成されるとの報告があった。しか

し，今回の結果から ，これは原基が幼虫筋肉に

沿って存在するか否かの違いによるもので 誤

解であったのではな L、かと考える。ここで重要

なことは，背縦走筋 ，背腹筋両者とも，原基か

ら発生するということである。
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キアシガガンボモドキ旦恒星空旦s la盟担旦s Navas 

(蝿題目・ガガンボモドキ科)服子の外部観察

鈴木信夫く筑波大，菅平センター〉

長野県小県郡真岡町角間渓谷で Bittacus 

主立i盟主の成熟量殺を採集し，研究室内で餌育・

採卵した。

卵は赤褐色で産卵直後の直径は約 0.8棚のほ

ぼ球型である。直径約20μmの円の円周上に並

ぶ数錨の界再が 2ケ所〈謁極?)!こ存在する。

卵期は自然条件下で約 270日で，菅平付近で

は 8 月下旬に産卵され，翌年 5~6 月に解化す

ると思われる。産卵後約 3Elになると卵表に小

さな germ disk が形成され，約 9Elにな

ると細長い germ band となる。産卵後約

65日になると陸子は成長をやめ，約80日間休眠

する。産卵後 245滋頃に笹子は蒋度，成長そ始

める。

産卵後約 255 日になると第 1~8 腹筋の神経

;可~:

母子主:

pco 

4 

g ‘ 

節上に l対の小突起が生じ，これは幼虫に見ら

れる状いわゆる綾脚"のJ原基である。問時に，

第 1~8 複節ょに 1 対の漆起〈匿 8 の矢部〉が

、いわゆる腹脚"の原基の外側，胸部付属肢の

基部と同じ並びに出現する。この隆起は真の腹

潟と患われるが，務化までに泊失してしまう。

Matsuda ( 1976)は Panorpepryeri (長麹

目・シリアゲムシ科)の幼虫の腹脚を胸脚と相

間であるとしたが，今回のデ…タ及びAndoand 

Haga (1974)からガカ、、ンボモドキ科及びシ

リアゲムシ科の幼虫の腹脚は胸脚と相同ではな

いと考えるのが妥当であるo

産卵後約 260尽で経子は反転を行い，約268

臼で 1令幼虫とほぼ同じ形態となり 2臼後に

騨化する。

i?b;?ででヤ;!mft♂手芸323.場押%出i;JMfoli:71?i;;tiff)261，11・

2吾5days after oviposition. 
al. 1st abdomina1 segment; 孟n，antenna; e， eye; et， egg tooth; gd， germ disk; 
1b， 1abrum; md， mandib1e; pc， protocepha1on; pco， protocorm; ra，' rudiment of 
abdomina1 1eg; sd， stomodaeum; sp， spirac1e; t1， 1st thoracic segment; t3， 3rd 
thoracic segment; y， yolk. Arrow shows a temporary process， homo1ogous with 
thoracic appendage. Sca1e 500um. 
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ヒシモンユスリカ( chironomus samoensis )の初期発生

における正常陸と遠心匪の核増殖周期の比較

桜井陸子(茨城大，理学部，生物)

ユスリカ卵は，紫外線照射や遠心処理によっ

て重複奇型(双頭座，ヌ刀夏匹〉を生じる (Yajima; 

1960， 1964)。矢島は，ユスリカ遠心卵を30"c 

で培養すると20"c培養の時より双頭怪形成率が

増すが，その30"cの作用期は 2極細胞期遠心後

145 ~ 175 分にあること，および遠心卵に Na

CN • NaN3処理を行い双頭匹形成率が高まる

のは 120~140 分までであることを報告した。

( Yaj i ma ， 1981)。一方で， Smittia卵を

用いた種々の実験 (Kalthoff等， 1975 

Kandler-Singer等， 1976;Kandler-Singer， 

未発表)から， Kalthoffは， anterior deter 

minant 前部決定子，頭部発生を決定す

る因子で その不活性化が双腹匪形成の原因と

みなされる)の作用期が彼等のいうM2期にあ

ることを示した。

後に述べるように，遠心卵は正常卵にくらべ

て発生がおくれるが 卵内容物が遠心によって

分層させられているため 外観のみの観察から

は，初期発生中の発生ステ ージを形態的に正常

卵と対応させることはできない。今回の研究で

は，正常卵と重複奇型出現率の高い前方遠心卵

を一定時間ごとに固定 ・ホイルゲン染色して発

生にともなう分裂核の数の変化を調査すること

によって遠心卵の発生ステージを正常卵と対応

させ，上述の温度作用期や NaCN・NaN 3 

処理の臨界期が正常卵ではどのようなステージ

la 2a 

A 

b 

d 

第五:

に相当するのかを調べた。

その結果，遠心卵では，卵によって程度の差

はあるが正常卵にくらべて発生がおくれ その

おくれは細胞性怪ばん葉形成時には 20"C培養で

約40分， 300Cで約60分になることがあきらかに

なった。 30"c培養が双頭匹形成率を最も高める

時期における遠心卵の分裂核の数は，正常卵の

核移動期の核数とほぼ一致し， NaCN'NaN3 

処理が双頭怪形成率を増加させる能力を失う時

期における遠心卵の核数は 正常卵の核移動期

の少し前の核数に相当する。これより，温度作

用期と薬剤l処理の臨界期はわずかではあるが発

生ステージ上ずれていると思われる。さらに

Kalthoff等によるM2 期は核移動第 2期であ

るから ，Ch. samoenSl5 におけるこれらの

時期は， Smi ttiaのanterior determinant 

作用期であるM2 期よりすこし前のステージで

あると考えられる。

また，正常卵と遠心卵の卵内における卵黄核

の分布を比較してみると，正常卵の場合は卵内

にほぼ均一に分布しているのに対して，遠心卵

の場合は遠心側の卵表面よりすこし内側によヲ

た所に局在しているのが観察された。 (図参照〕。

これについては 後方遠心卵の場合や切片標本

の観察等，さらに研究する必要があるだろ

つ。

Normal (Fig. la-d) and centrifuged (Fig. 2a-d) eggs of ~且竺翌旦旦呈

竺moe旦豆!.Embryos 20 min (Fig. 1a and 2a)， 210 min (Fig. lb-d)， 

and 340 min (Fig. 2b匂 d)after 2 pole cell stage. DevelopmentaJ 

stage of the centrifuged eggs of Fig. 2b-d corresponds to normal 

eggs of Fig. lb-d. Feulgen-stained whole mounts were prepared 

according to the modified method of Zalokar and Erk (1977). 

The picture of C 8nd d are same sample to show the cleavage at 

the surface (c)， and yolk nuclei at circumferential and inner region 

(d). After the egg is anteriorly centrifuged. the cytoorganelles are 

stratified along the antero-posterior axis (Fig. 2a and b). Most of 

the yolk nuclei locate along the periphery of the anterior half (2d)， 

and occasionally the blastoderm nucl剖 showirregular mitotic gradient 

(2c). The poste吋orregion of the fixed egg was sometimes depressed 

during the preparation. 

A， anterior pole. P， posterior pole. y， proteid yolk. c， cytoplasm 

1， lipid. Bar indicates 20μ荷。
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キイロシ滋ウジョウバヱ郭・亜車聖路分雷の

極細胞形成能に関与する物質の推定

富樫 俸(筑波大学生物科学研究科)

キイロショウジョウノすエ(Drosophila 

melanogaster)においては，住発生の初期・胞

JIE形成以前に始原生殖細胞としての極細胞が後

極に，他の体細胞とは，形態的にも明らかな差

異を持って，形成される。現在，我々はこれを

細胞の決定・分化を解析する一つの糸として研

究を進めている。

この種において

は，卵形成過程を

通じて，後極に核

酸と蚤白質よりな

る，極穎粒が蓄積

され，これが生殖

細胞系列に対する，

決定因子を含むこ

とを示唆する報告

が提出されてきた。

上回(三菱生命研)

は，その凍結界か

ら得た亜細胞分画

が，紫外線照射によって，極結絡形成を陸害さ

れたJIEに対して，形成能そ回腹怠せる効果を持

つ事を示している (Fig1 )。

そこで今回，我々は紫外線照射による，不妊

化処理について，作用スペトラムを得る事と，

上回と同様の手j関で得た麗細胞分画について，

酵素処理そ施して極細胞形成田駿能に対する影

響をマイクロインジェクション法により生体検

定する事の両面から，この分画に含まれている

極細胞形成に関与する菌子iごついて検討する事

を試みた。

従来，ショウジョパヱの紫外線による不妊化

処理には，核酸の特異吸収波長である 254nm

が常用されて来たが，波長によって生存率に大

きな差異の認められない，線量(1Xl品rg/cnl) 

において，波長による極細胞形成短害効果を比

較した所 280nm付近を頂点として紫外滅に阻

害効果のある事が初めて明らかになった。

(Fig 2 ) 
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主主細胞分闘に対する酵素処理については，決

定閤子について，極頼粒中のRNAが示唆され

て来た事に基づき今回は， RNase処理を行な

っfこ。

未処理惑の後極々縮糧費，亜細胞分画 (p-

3 )が，紫外線照射怪に対して極細胞形成能回

渡に有効で、あったのに対し， RNase処潔p-

3はその効果が認められなかった CTable，1)。

pole eell induoirt9 aα色ivity01 subcellula.r fractions 

'0.乞。0'儲te魯2d3X3rosNoeebvzoeaJsittotoepnedbedxzm yto oa Pole C噂n.
+ (主}

Nozmal 733 507 117 (28.9) 390 Polar Plasm 

SFurbaccetIlolun申!:r P-2 ，. ?‘ 3 ( 6.9) 71 

0.) 5" ，.， 11 ( 24..8) 324 

p-， .2 

" 
2 (4.3) 5.fi 

RNas樟 treated 189 118 3 ( 3.1) 11S P嗣 3

Control l崎由 367 303 9 ( 3.1) 294 
-2食合唱住 107 '7 1 ( 1.革 毒

最近，核酸の特異吸収波長より長波長側の紫

外線と，ピヲミジン二量体の形成の関係が明ら

かにされつつあり，多くの生物種に対して，こ

れが変異若手、性・致死性等の生物的影響を最も強

く誘起させることが示されている事と，基質特

異性の強い酵素処潔により，極純飽形成部復能

が鎖なわれる事を合わせて，今回の我々の得た

結巣は，正常発生において生液細胞系列に対す

る決定因子として，働き， p-3に含まれてい

とひ



る作用物資が， RNAである事を強く示唆して

いると考えられる。

Fig.l The procedure of preparation of subcellular fractions 

from Drosophila embryos 

Fig.2 The action spectrum for inhibition of pole cell formation 

←4ー)， and survival rate: percent embryos developed to 

blastoderm f..S山) and to first inster larvae ("'1....) 

Table 1 * Each fraction was suspended in the saline， and injected 

into the posterior pole region of uv-sterilized embryos 

** Embryos irradiated but received no inject~on 

*** Embryos irradiated and injected with saline 

G
U
 



ショウジョウバエの人為的核移動選延臨

における接結抱形成能む欠失

開田益吉(筑波大，生物〉

ショウジョウパエの野生型眼では，後極への

核の到迷は，その他の区域より数分間先行する。

ところがgrandchiIdlεss突然変異においては

多くのもので後極への核到達がその仰の区域に

くらべて遅れることが報合されている。

一方緩細胞形成能は卵後極細胞質に局在して

いる (II1mensee & Mahowald， 1974 

Okada et al， 1974) 0 grandch ildle ssの一

つ主主旦1旦26も後極への核の到達が他の区域に

くらべて遅れるが (Niki & Okada ，1号81)， 

後極細胞質は少くとも後極uv照射卵の極細胞

形成能をi回媛させることが出来ることから，正

常に近い機能を持っていることが示唆されてい

る (Niki & Okada，未発表)。従ってこ

の突然変異の極鱈胞形成不能の説明には符か到

の原因後求めなければならなL、。一つの可能性

として a 後極への絞IIJ達遅延が考えられる。こ

の仮説はgs(1)N 26が機能的に疋常な後極細胞

質を持つことから，一般の極細胞形成機構にま

で拡大し得ると考えて，次の二点を確認しよう

と試みた。 (1国区立立26で見られる後極への核

到達遅延は経発生過程の中での棄の遜廷でおる

か。 (2)野生型匹で人為的に後極への核到達遅延

をおこさせた場合にも極細胞形成能の欠失がお

こるjpo

(1) 0 re-R (野生型)と豆記立主26の卵の卵

殻を徐去し，スライドグラス上に並べてパラフ

ィンオイ Jレで覆い，すべてのスライドを同一の

湿函に入れて25'Cに保ち，核のperiplasmへ

の到達時刻を倍々の卵について記録した。 Ore-

R， 30卵， gs (l)N 26 ， 50卵について観察した

結果，野生型では後極への核到達は皇室卵後約70

分 9 その他の区域ではそれより約 6分遅れてお

こった。一方， 2お5'Cで鼠育したホモa縦量からE援表れ

f皆記立笠竺E脹Eでlはま pe訂riplasmへの絞の奈到iリj

は後極で産卵後9叩O一120分，その他の区域では

50-70分でおこった。このようにgs(1)N 26で

は明らかに，核が後糠に到達するまでの時聞は

野生型より約30分遅れる。この返れが発生全体

の遅れによるものでないことは，胞Jff形成に要

する蒋簡が両者共約3時間であったことからわ

かる。従って gs(l)N 26は，その発生過程の中

で，核の後極到達のみが遅れていると考えられ

る。

(2) 4 -16核期の野生型卵を，その後極から

界主主の405ぢ位の控室で，長軸iこ箆角な言語でおさ

えて分割すると，核の後極への移動がその分苦手j

面で止められる。一定時間後にその分割を解除

すると核移動が再開するが，核の後極への到達

は分割されていた時間に従って渡れる。卵を l

分以内分叡しておいた場合には 生じた癌誌の

100%が極細胞を形成したが， 30分間分割して

おいた郊では205ぢ以下の胞粧iこ僅かの極細胞が

形成されたにすぎなかった。分割期間がその中

間の場合は極細胞形成率も中間であった。 30分

題分言語卵の後経に，産卵後30分以内の若い卵か

ら後極細胞質を移植すると極細胞形成能は50%

以上』こまで西復した。前極細胞賞移植では菌復

が見られなかった。

以上の結果は，後極細胞質が卵の発生につれ

て呂律変化をおこない，その極細胞形成能は産

卵後 2時間を過ぎると失われることを示唆する。

これが核の不可逆的変化でないことはまぎい卵か

らの後極細胞盤移植が極細胞形成能回復に役立

つことから明らかであり，前極細胞賞も無関係

であることがわかる。

自律変化の実体は明らかでないがSchwalm

(1974)により極穎殺の形態的自律変化が示さ

れており， Mahowald (1971)が正常発生で極

穎粒の構成成物が変化してゆくことを示してい

るので，緩穎投がそのー織を荷っている可能性

もある。

Il1扱erをsee，K. & Mahowa1d， A.P‘，(1宮74)，Proc. Nat1. Acad. 
Sci USA， 71:1016. Mahowa1d， A.P. (1971)， J. Exp. Zoo1. 176: 
345. NiJt主， Y. & Okada， M. (1981). Roux's Arch. 1雪0:1.一一-
Okada， M.，ま1einman，I.A. 晶 SchneidermanH.A. (1雪完了， Dev. 
Biol. 37:43. Schwa1m F.E. (1974)， Roux' Arch. 125: 129. 
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イヌノミの卵形成と共生微生物様構造物について

松崎 守夫・猪俣 正史・狩野仁美 (福島大，教育，生物)

ノミ類の卵形成については Landois(1867) 

の古典的研究をはじめ光学像による数報がある

ことをMatsuda(1976)が紹介している。それ

によればノミ類の卵巣は無栄養室型で左右それ

ぞれ 4 ~8 本で種内でも変異がある。

演者らは完全変態昆虫類の無栄養室型卵巣に

おける卵形成を電顕的に観察している。今回は

イヌノミの卵形成と卵形成過程における共生微

生物様構造物について観察した。

a )卵巣の形態

イヌノミ Ctenocephalidescamsの卵巣は ，

Matsuda (1976)によって紹介されている数種

のノミ類と同様に 典型的な無栄養室型で左右

各 5本の卵巣小管がやや集中的に側輸卵管に接

続している。各卵巣小管は全長約1650μmであ

り，形成細胞巣に続く 卵黄巣には発達中の卵母

細胞が12~14個数えられる。このうち前方の 8

~1O個の卵母細胞は前卵黄形成期にあって比較

的ゆるやかな成長をしめし ， 続く 3~ 4 個の卵

母細胞は卵黄形成期， 卵膜形成期および成熟卵

である。成熟卵は約540x 260μmで前方がや

や細い楕円形である。その細胞質は最大直径12

~15μm のタンパク性卵黄や脂肪性卵黄が密に

分布し ，周縁細胞質は他 の多くの完全変態昆虫

類ほどには発達していない。

b )卵形成過程における共生微生物様矯造物

共生微生物様構造物は球形，楕円形が多い。

大きさは多くの場合約 1.8x 1.0 μmの楕円形

であるが，ときに最大 3.5x 1.2μmのものも

みられた。明瞭な二重膜構造であるがミ トコン

ドリアとは明らかに異なる。基質は電子密度が

一様でなく，ときに電子密度の高い塊状物を含

むものがある。

この構造物は形成細胞巣の若い卵母細胞では

数はあまり多くないが，数個ずつ各所に散在し

ていて局在性は認められない。成長して卵黄巣

にー列に並ぶ若い卵母細胞では数を増し ，後極

側の細胞質表層域に大きい集団をつくるように

なる (Fig1)。卵黄形成開始が間近くなると，

卵母細胞全域がミトコンド リアで満たされると

共に小胞状の rER の増殖も目立つ。 この時期

の共生微生物様構造物の集団もしだいに後極側

の細胞質に広く散らばるようになる。 卵黄形成

は他の昆虫類と 同様に卵表層域の細胞質におい

て始まり急速に進行するが， この過程で共生微

生物様構造物は卵母細胞の後極域の卵黄穎粒の

間隙に点在してみられる (Fig2)。これらが

卵形成過程でどのような役割を果たしているか

については明らかでない。

Electron micro~、aphs of the bacterium-like structures in the posterior 

periplasm of oocytes at early previtello伊 nic(l)叩 dmiddle vitellogenic 

stages(2). FC， folユiclecell; FY， fatty yoユk;N， nucleus; PY， pro七eid
yolk; Arrow heads， bacteriurrトlikestructures; Scale: 1 um. 
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半月周リズムと卵発生

三 枝誠 行 (岡山大，教養，生物)

アカテ力引ニ類は 6月から 9月にかけて抱卵し，

幼生(ゾエア)を大きな )I[の河口や海岸に放し

に来る。幼生を放出する雌は満月や新月の頃に

きわめて多く ，上弦と下弦の頃にはほとんど見

られない。このように，アカテガニ類は幼生放

出の半月周リズムを示すことが観察されている。

幼生放出の半月周リズムがどのようにして生

じてくるのかを明らかにする目的で，アカテガ、

ニの雌はいつ頃抱卵するのか，また抱卵期間は

どれだけかということについて調べた。実験は

4つ行なわれた。① 4月下旬に野外で採集して

きた雄 (45匹)と雌 (60匹)を日周期条件(14

L10D)の下におく。②同じ時期に採集した雄

(約100匹)と雌(約120匹)を日周期(14L

lOD) に加えて人工月光にさりす。③野外です

でに抱卵している雌(最初の抱卵)を 6月下旬

に採集してきて日周期条件(14L10 D) の下に

おく。④野外で幼生放出した直後の雌 (34匹)

をつかまえてきて，日周期条件の下で隔離して

おく。

これらの実験の結果わかったこと。(1)抱卵に

は内因性の性質 (endogenousnature )が関

係している。 (2)半月周リズムは人工月光によっ

て同調させられる。 (3)雌は lシーズンの聞に 2

~3 回抱卵と幼生放出をくり返す。仏)各雌の抱

卵期は 1回目が平均 31.4日 2回目が平均 27.8

日であった。

これらの結果から，抱卵の開始は内因性のリ

ズムによってコントロールされているが 幼生

放出の時期は温度依存的な卵発生の期間によっ

て決定されていると考えられる。つまり ，雌は

抱卵の circa-semilunarrhythm (15日周期)

を持っていて，そのリズムの位相が月光によっ

てセットされるために 集団レベルでは抱卵の

開始が満月や新月の頃に集中する。また，卵発

生は自然の温度条件でだいたい30日かかって完

了するので 幼生の放出は次の満月や新月の頃

に集中する。こうして 1シーズンの聞に雌は 2

~3 回抱卵と幼生放出をくり返す結果，幼生放

出の半月周リズムが生じてくるものと恩われる。
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アオムシコマユパチの毒液が寄主モンシロチョウ幼虫の

生体防備反応、に与える影響

北野日出努(東京学芸大，生物〉

第24毘応動毘大会(1980.東京)，第51自動

物学会大会(1980，静岡)において演者はハチ

の輸卵管液 (c)と毒液 (V)の混合液 (c十

V)に寄主の然体防衛反応(血球による異物の

包囲作用)を抑制する作用のあること，毒のう

を除去されたハチが2令寄主に産みつけた卵は

産卵後 2日目にはその大部分が包題作用を被る

ずる包囲作用発現率を調べた。

結果および考察

Table 1 

Degree of enca.psula;七:l.ona七 2号。Cof DEAE-Sephadex A-ちO

parbC1eJmzu込~ la抑制:1to 2 Il.t"$ trior injected with 
演後

venom of担訟以与主斗辺氏お己主・ Encapsulationwas時副知ed

at 48 hrs af'ter injec七:l.on.

ma1>el':l.a.LS % A-ちo
ことそ報告した。その実験内容の概絡を以下に inj叫柑

No~ h03乞sinjec主ed
wi七hmaterials 

No. A-言。
full;:，' 

encapω 
sulated 

encapiJU-

lated 

示す。

実験 1: C十E→百， cと輸卵管内成熟期(E)

を寄主に注入した場合 Eは包囲作用を被る

(由。実験 2: C 十e→ e+，毒のうを除去さ

れたハチが寄主に産卵(→)した場合，産下卵

e 1ま包囲作用そ被るくe+)。実験 3:C+Vト発

E→E， Eがc+V条件下で役人された場合，

Eは包囲作用そ免かれる (E)。

そこで，次に以下のような実験を計額した。

実験 4: V十日→E?，CがなくともVのみで

Eがfとなるかどうか。実験 5:V+F (E以

外の異物)→F?，実験 6: C十V十E+Fーや

E?またはF?，Vまたはc+VはE以外の奥

物に対してE1 F (Encapsulation Inhibit-

ing Factor(s))としての作用を示すかどうか。

現在のところ， cとBそ完全に分離して，実験

4を試みることが技術的に困難であるため，

回はB以外の薬物として，コンゴ赤 (0.001% 

水溶液)で染色したDEAEsephadex A -50 

〈経約120~ 150μ〉を用い，実験5を試みた

のでその結果そ報告する。

方法 務化後1013位の30匹のハチそ70')ちアル

コールで消毒した後，リンガ…液内で解剖し，

30ケの奉のうそとりだし， 2以必のリンガー液内

に毒のうの内容物を拡散させた。このま毒液の濃

度は，主義のう lケの容績が約 0.01μ乙であるた

め，約1.44%ち壬である。この液の 0.1または

0.2μt.-/個体会エーテJレで麻酔した寄主に注入

し， 1-2持関後;こA-50を投入した。対照実

験はエ}テルで麻酔した寄主にA-50のみを注

入した。注入 213後に努主を解部しA-50!こ対

4睡.

A-50 

A・・50
pluli V時nom

Injec七er1vol山ne

0.1 II主

0.2 t止

10 

? 

10 

80 

71 
古〉

炉事oparticles were stained with O~OOl % C開 eoRed日011えもion

f'or 24 .hrs. Onl.:r 1 particle， 120 to ]ラ旧ム」主ndirur，eterf was 

:l.nJec七ed into 帥ch 込~ larva. 

Thir七y骨 venom時 paratusob拍 inedfrom 3-t:o lO-day-old s阜誌と与!!

fe部品es嗣 reopened in 20.E.と ofsaline， 田 d0.1 or 0.2 E! 01' 
色hediluted venom solution v/a臼 in;jectedinto a 10.七e4th-ins七al'

larva of 主主£工II・

結果はTable1に示しである。包囲作用発現E容

は実験群，対照群とも差はなく，ほとんどの寄

主でV十F→Fである。議液は異物がハチの生

卵であるときにEIFとしての作用を示し，そ

れ以外の異物に対してはその作用は弱いようで

ある。このことは毒液が努生血球の包囲作用能

を細胞麻簿のようなやり方で抑制している可能

性の少ないことを示唆している。寄主体内の異

物がハチの生郊である場合，毒液はどのように

して寄主血球の異物認識能，異物への接翁能を

盟主撃しているのだろうか。

今後，奥物としてハチの死卵， Latex粒子，

寄主体液で被覆した sephadex粒子などそ尽い

で毒液のF:IFとしての作用を再吟味すると同

時に，ハチの少数底下卵から解化した幼虫のほ

とんどが包囲作用を被る事実があるので，もし

も，充分畿の毒液を注入した寄主に少数産卵さ

せた場合，務化した幼虫は包密作用を免かれる

かどうかなども吟味してみたい。
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呂本重力ブトガニ Tachypleus tridentatus幼生!こ

おける生殖巣および生殖細胞の組識学的観察

斉藤 淳 a 薦ロ晃一・牧需俊樹〈筑波大，生物〉

本研究では，日本産カブトガニTachypleus

tridentatu5の幼生期における生殖巣の発達と

生娘細胞形成の過程を明らかにするための一段

階として，比較的早期および中期の幼生におけ

る生殖巣と生殖細胞の存在場所および存在様式

を組織学的に調べた。

材料として用いられたカブトガニ幼生は， 19 

79， 1980弱年夏期tこ，住室電県伊万里湾にて採集

されたもので，尾剣を含む体長が約 9cmのもの

1鰭， lOcmのもの 2鱈，および22cmのもの l錨

の計 4個体で，それぞれ第9齢 10齢 および

14齢と推定された。これらの幼生の体のうち，

生殖巣が存在すると思われる頭胸部はいくつか

のブロックに区分され，それぞれのブロックは

すべて厚さ 8μmのパラブィン連続切片とし，

へ?トキシリンーヱオシン染色を施した後に観

察に供された。

成体のカブトガニの生殖巣は細い管状の器官

で，頭施都をみたしている巨大な中揚線の主と

して表層に，細かい網目機造をなして広がって

いる。今臨調べた早期幼生でも，生殖巣は管状

で，中腸腺の背側表面に網目状に分布していた。

体長22cmの幼生では，生殖巣の総呂はかなり縮

かく，また生殖巣の管壁の外層には縦走筋層が

あり，成体の生殖巣の組織構造に近L、。これに

対して，体長が 9cmと10cmの幼生では，主主殖巣

の綴呂は総く z また生殖巣の管塁まには筋肉層は

見られなかった。幼生 4個体のうち，体長 9cm， 

lOcm，および22cmの3健体では，生殖巣のほぼ

全域にわたって明瞭な卵母細胞が見出された。

したがって，これらの個体は雌であり，その生

殖巣は卵巣であるo これらの卵母細胞は，どの

個体においても，卵巣管の壁中にとどまってい

るごく若いものから，すでに体腔へ向かつて壁

外へ突出しているものまで，いろいろな発達段

婚のものが観察された。それらの界母範腐の結

胞質中には，タンパク費性卵黄駿粒は認められ

ず，したがってこれらは，いわゆる前卵黄形成

期卵母細胞である。また，これらの卵母細胞に

は，大きさとは関係なく，その細胞質中に顕著

な油滴を含むものと含まはいものがあった。す

なわち治議は， Nsf挙結胞の成長過程において，

何度か出現と消失そくり返すもののように思わ

れる。体長22cmの幼生のNs母語路には，縮施賓

が疎となり，卵核胞が崩れ，仁が消失している

ものが混在していた。このような卵母懇絡は，

亜成体や成体の卵巣でも数多く見られるもので，

卵形成の途中から綴壌に向っているものと患わ

れる。しかし，体長 9cmと10cmの幼生の卵母細

胞は，ほとんどすべて正常な成長過程にあると

考えられるo 卵巣管から突出している卵母細胞

を支える卵柄は，これらの幼生ではまだよく発

達していなかった。また，個々の卵母細胞の周

囲に明瞭な炉胞細胞は見出されなかった。卵巣

管と卵母細胞は，明擦な総胞性の緩に包まれて，

血体腔から隔離されていた。この膜は，卵巣全

体を包むもので，領々の界母締結を包むF路縮癌

層とは全く別のものであるo なお，この膜が見

出されるのは亙戒体までで，成体では消失し，

卵母細胞はi直接体液に接ずるようになる。体長

9cmと10cmの幼生では，卵原結胞がその分裂像

と共に観察されたが， 22 cmの幼生では，今のと

ころ卵原細胞は確認できていない。体長約10cm

の今 1個体の幼生では，生殖巣中に卵母細胞は

全く見られなかった。しかし，その形態，染色

性，および存在場所からみて，他の幼生のNs原
細胞に極めてよく似た細胞の集団が認められた。

同じ大きさの幼生でも，すでに卵巣管の援外へ

突出している卵母細胞が見られたことから考え

ると，この幼生は少くとも離でない可能性が強

い。しかし，今のところこれを雄と断定するこ

とはできない。
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カブトガニのへムアグルチニンを指標にした

4謹カブトガニの類隷欝保む解析

一一一一一へムアグルチニ ン の 精 製 一 一 一 一 …

宍倉文夫 a関口 晃一〈筑波大，生物科学系〉

私たちは先に現存カブトガニ 4種の血液凝闇

蛋白質 (coagu!ogen)を免疫化学的・室長自質

化学的に比較検討し，カブトガニ 4種の分子系

統謝そ作製した(宍会ら， 1979)。この分子系統

樹によると， Tachyp!eustridentatu8が悶腐

のT.gigas よりも他属のcarcinoscorpius

rotundicaudaに近縁である結果になった。こ

れは現在の分類法 CPocock，190白)に相違し

ている。しかし，関口・杉悶 (1980)のカブト

ガニ穣箆交雑の結果もT.tridentatusが C.

zDtundicaudaに近縁であることを示唆してし喝。

これらの事実はカブトガニ類の系統を考える上

では重要な知見と考えられている Q

そこで私たちは他組織の混夜が少くかっ多量

に得られる血液中の蛋白質，ヘムアグルチニン

Chemagg!utinin) ，を分子指標にしてカブト

ガニ類の類縁薦係そ検討することにした。ヱド穏

では血液中のヘムアグルチニンの精製法につい

て報告する。

日本産カブトガニ(エ tridentatus)の議施

怒と綾部の連接幸容の柔らかいj蕩から心綴へ鈴

(20 Guage)を刺し採血した。採血後 1時間室

温に放霞し，凝聞物を取りのぞいた残溢(血清〉

を出発材料とした。血清200meを 0.5M NaC! 

0.1 M CaC12 ，0.05 M Tris-HCl， PH7.5 

に透析し，ただちにbovinesubmaxil1ary gl-

ands mucin (B SM) -Sepharose 4 Bカ

ラム後通過させた。 BS M Sepharoseに荻

着された蛋白質(へムアグルチニン〉は 0.5M 

N -acety! glucosamineを上記緩衝液に加え

ることにより落出させた。得られたヘムアグル

チニンはSDS電気泳動法で 5-8;2ドのバンド

であった。アブィニティ法で得たへムアグソレチ

ニンをさらに分画・精製するためToyopearL

HW65カラムクロ?トグラフィーを行なった。

分薗パターンに 4種のピークが観察され，それ

ぞれへムアグルチニン 1 1I， m， Nと名付け

た。そのうちのへムアグルチニン迎がウ?血球

に対して強い凝集力を持っていた。ウマ血球に

対して強い凝集カを持つヘムアグルチニン霊を

生化学的解析の指標にするため，さらにCellu-

lofine GC 7∞カラムで精製をすすめた。得られ

た精製ヘムアグルチニンはSDS電気泳動法で

分子量 42，000の単一な議自費ーであった。 i荻量

は200meの血清から約 21111}得られ，比活性は3.5

X1O
7
であった。これは血清(出発材料〉の比

活性と比較して 46，000傍に精製されたことに

なる。以上の精製法は菌 lに示されている。

今後はこの精製方法を舟いて 現存カブトガ

ニ4穫からそれぞれのアムアグルチニン磁を精

製して下記の実験を行い，得られる資料に基い

て4穫の系統・類縁関係を考察したい。

1. へムアグノレチニン 4積の免疫化学的比較，

2. ヘムアグルチニン 4種の蓋自費化学的比

較。

PURXF工CATIONPROCEDURES 

Hemo1ymph 
-γ-一一
Dia1ysis against TBS (0.05 M 
Tri器， 0.1 M CaC1ヲ， 0.5 M NaC1， 
pH 7.5 ) 

BSM.・-Sepharose4B affinity co1umn 
chromatography 

0.5 M N-acety1g1ucosamine elution 

Toyopearl廷W 65 column chromatography 

Ce11ulofine GC 700 
column chromatography 

gemagglutinin 

文献

・中村・高橋・関口(1979)動雑88:667 

Pocock， R 1 (1902) Ann Mag Nat Hist 

Ser 7，号 256-266 

関口・杉田(1980)Evolution， 34 :712-718 
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アヲチノマイシンDによるカブトガニの重複荏形成

伊藤 富夫・中村敦子〈静間大学，教育学部，生物学教室)

平井恵美代〈浜北市立北浜北小学校〉

。形成の条件 j濃度 250 ~ 2.5μg/mi 

1処理時間 24時間伎

。発生段階: 核が表震にあがりつつある発生

段階 (Stage3 ~ 4)で処理すると重複匹が

出現する。

さらに，タンパク合成組審弗jサイクロヘキシ

ミドで同様な処狸を試みたところ， Stage 4で

の処理により，重複自主が約30%の高率で得られ

た。濃度は約 100μg/mi，処理時間は24時賠

であった。

以上のことは，カブトガニ粧が毘虫怪などと

需じく，核が表層にあがってくるころから RN

A合成を開始することを意味するのかもしれな

い。また，そのRNA!まタンパク会戒をひきお

こし，将来の匹形成と関連している可能性も示

唆された。

f!gure. The 吋 fectof Ac註 nomycinD (Act.D)乞。 develop腕前 of

the hors&shoe el'ab. 

The e温bryoswere eontinuously treated by 2..5， .5 and 10 .llg/ml 

Act.D l'rom stae;G 与 (arrow). The number of surtace cells 1n 

trea念edand ncrmal embryos is shown in this .figura. The absc1ssa 

shows each develop恒entalstage ot no1'四alembryos. Each 1nterval 

on the absc1ssa represents one day. 
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カエル魅では， .:j三なRNA合成は繁盛形成開

始の頃におこり， RNA合成阻害弗jアクチノ 7

4シン D (Act.D)で卵割期の座を継続して処

理しでも，葉座開始期頃までは正常に発生する

ことが知られている。また，ウニ症でも， Act. 

D処理にもかかわらず，嚢座開始期頃まで発生

は進行するο このことは，母系のRNAが貯え

られていて，そのRNAによって卵割が進む為

だと考えられている。

それでは，カブトガニ膝でも同様な事がいえ

るのであろうか?カブトガニ肢では，受精から

嚢経路始時にひってきすると患われるE基盤出現窮

まで約一週間もかかる。また，表苦手j時には核小

体が認められるなど，異なった結果が鶏待でき

る観察がある。

核が卵表にのぼって来て表書討を始めた領 (S

tage 3 ~ 4)のカブトガニ匪を 2.5~10μg/ 

miのAct.Dで継続的に処理してみたο 結果は細

胞密度で判定した(国〉。その結果，この発生

段階の任は著しいAct.D感受性を持っているこ

とがわかった。すなわち，処瑛された径は，該

が表j留にあがって来て，一面に広がった段階，

(Stage 4のおわり頃〉で発生を停止した。な

お，受精直後の睦そ同様にAct.Dで継続して処

理した場合，症はしばらくは正常に(対照粧に

遅れることもなく〕発生を進め， Stage 4にな

ると，その段階で発生をやめた。

次に， Act.Dの形態形成への影響そ，胞任期

以前の匪を一定期間(主に24時間)処理するこ

とによって調べた。

その結果，かなりの率(数~数十銘)で意複

笹が得られた。重複怪の特徴および形成条件は

下記の通りであるo

。重複経の型: 種々みられるが，不相称の前

方議複座(三重lE!Sや四重量匪も含む)が特徴的

である。



クモ匪の放射線感受性に関する基礎的実験立

近藤昭夫(東邦大学ま護学部生物学教室〉

松本誠治(杏林大学医学部生物学教室〉

大西武雄(奈良県立医科大学教養部生物学教室〉

我々は第14回節足動物発生学談話会(1978， 

東京〉においてイエオニグモ Neoscona mr・

uticaを沼Lγとクモ臨の放射線(ガンマ線， X

線〉感受性ぞ4閉じ率を指標にして調べた結果を

報告したが，その後ガ、ンマ綴についての追試を

行なったのでその結泉を報告し，二，三の考え

方を述べる。

1 卵割期の放射線感受性について

言言語は卵嚢ごとガンマ線を照射したところ民

一線量でも卵嚢により感受性が著しく異なるこ

とを報告した。これは卵割郊の核分裂が国務的

に行なわれることと関連があり，このような現

象は多くの動物怪で知られている(カイコ;村

上， 1969， '7ウス土問， 1980)。今函はひと

つの卵塊をくす、して 5分割し， 0 ~300 R (5 

段階〉のガンマ線を照射した。その結果やはり

卵嚢により感受性に澄があることが示された。

たとえば 100Rでは務化率o~919彰， 200 R 

では o~71% となった。

2 AE盤期以後の放射線感受性の変化につい

て

匪全体としての核分裂の向調性が失なわれる

怪盤期以後については，前回は卵塊をくずして

X線そ照射し，付属肢原基出現期から睦反転中

期にかけて感受性が事干しく高まることを見いだ

した (500Rで解化務 0%)。今回はガンマ線

を熊寿ました。その給条，前回の実験ではほとん

ど影響のみられなかった 200Rでは付属肢出現

期に 0%になった。また 500Rでは絞反転後期

以後そ除き 05ぢであった。前聞とのこのように

大きな違いの原因は不明である。

また，前回は触れなかったことであるが， AE

帯前期の解化率が非照射群でもかなり低い

ことは共通していた(1978年:62 %， 1980年:

555ぢ)。

前回試みなかった務化直前の高線景照射の結

巣は(カッコ内は前回の資料) (%) 

AE反転後期 oR -90.5 (90.2) ， 1，∞01ミ

42.2 (70.0) ，2，000R-6.0 (21.5) ，3，000R-

o ， 5，000R -0 

心博開始期 OR-90.4(97.1) ， 1，000R-

78.3 (75.7) ， 2，000 R - 42.5 (48β) ， 3，000R 

-14.9， 5，000 R -4.7 

であった。

3 異常発生経過について

卵害IJ初期の照射では解化に至らない怪のほと

んどすべては，墨書室様結砲集塊を形成するが，

以後発生は停止する。胞怪期以後の照射ではこ

のような特定の持鶏での発生停止は認められな

L 、。 1際化ずる場合，解化が数日おくれることが

あるが，これは損傷を受けたDNAの修復に時

閉そ要するためと一般に考えられている。これ

らについてはすでに述べておいた。今回の実験

で獲に気付いた点のひとつは，自主反転初期以後

の被照射![Eで解化直前まで発生が進行したにも

かかわらず解イじしなかったことの確認されたも

のが皆無であるのに対し， ~I際化直前の照射では

務化しそこなう荘が多いことであった。

また，このような照射実験において，放射線

以外の棒警察国をどのようにして排除すればよ

いのか，悩みのたねであるo
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微速度挟冨によって得られたアメリカカブトガニ

Limulus polyphemus の初期発生に関する新知見

関 口晃一(筑波大学生物科学系〉

谷川明男〈神奈J!I県立野庭言語校〉

カブトガニ類の卵は一般に卵黄が不透明なた

め内部が観察しにくい上に，発生が緩慢なの

で，発生初期の変化については不明な点が多い。

また，受精卵と未受精卵にみられる初期の変化

が立によく似ていて，どこから再考の差が現わ

れるのかも分っていない。

そこで，カブトガニ類のうちでは，卵の内部

の観察が比較的容易であり，また，発生速度の

最も早いアメリカカブトガニLimulus polと'

phem旦乏の卵そ用い，一方には採卵直後の未受

精卵を，他方には問時に採卵し人工受精した卵

をセットした 2台の微速度顕微鏡挟画撮影装畿

により，その後の変化を約40時聞にわたり同時

撮影し，そのフィルムを比較した。

受精卵では，次のような経逃が観察されたo

a)受精直後の卵表(卵殻の内側の〉は平滑

であったが， 5 ~15分後に小さな円形のクレー

ター状の斑点が数個現われ，次第に数を増すと

同時にそれぞれの大きさも増大する。 b)30 ~ 

40分でこれらの班点は互に連り，卵表は不規則

な凹凸を示すようになる。 c)45~50分後には

受務査後の卵と両様な平滑な表面となる。 d)

約70分後には卵表に細かいヒビ割れが生じはじ

め，約90分後には不規則な凹みも現われて，卵

表iま著るしく粒面化する。 e)120分後には，

これらの凹凸やヒピ苦手jれは次第に消失し， c)に

おけると同様な平滑な表街となる。f)以後 9

時間百頃までに， d)とe)の変化を少くとも 2閉

くり返えす。 g)10持器包頃には平滑化に号!緩

いて，卵表に卵黄毅粒の事寄るしい流動が起り，

浅い溝がみられるようになる。 h)その後，こ

の流動を断続的にくり返えしながら，溝の数と

深さが増し，約20時間後には，卵表はいくつか

のブロックに分かれる。 i) 25時間後にはブロ

ックの表面には核をもった縮絡が認められるよ

うになる o j)各ブロックは次第に細分化し，

35時間後には9辞表全面を胞経絡胞か癒う。

未受精卵に於ても a)~ g)の変化が観察された。

ただし，米受精卵における上記の過程は，全般

的に緩慢に経逃した。受精卵の玉虫で認められた

浅い溝は，未受精卵にも現われるが，その後幾

分複雑化する傾向は認められるものの，受精卵

にみられたような顕著なブロック化までは進ま

ず，そのままの状態が続いた。

以上のように，受精卵にみられる初期の顕著

な変化は，未受精卵に於ても認められるのであ

るから，発生に伴う現象と考えるべきではない

と思われる。

Brown及びClapper (1980 a， b)は上記の

a~c の変化そ U cortical reaction"と名づ

けて，ウニなどにみられる corticalreaction 

と対応するものと考え，その変化の過程そ走査

型及び透過型電子顕微鏡による像にもとづいて

報告しているが 少くともカブトガニのこの一

連の変化そ U cortical reaction"と名づける

のは不適当であり，また，報告されている観察

も未受精卵と比較してみなければ，受精卵特有

のものとしての意味のあるものかどうか大いに

問題がある。

われわれの観察では，受精後約20終間以降に

gs表に明瞭なブロックが形成されるか否かが，

受精卵と米受精卵の識別点になるように思われ

るが，受精卵ではg)の時期iこも郊表に核と思わ

れるものが見られることもあるので この点に

ついては，今後生体染色などの方法も併用して，

詳細に検討する必要があると考えている。

参考文献

Brown， G.G.and D.L.Clapper 
Dev.BioL76， 410-417 (1980) 

Brown， G.G.and D.L.Clapper 
Dev .BioL 76， 418-427 (1980) 
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Zoraptera (絶麹目)の形態と系統的位置について

山崎柄根(国立科学博物館・動物〕

Zoraptera (絶麹目)は科 (Zoroty-

pidae) 1属(Zorotypus )で成り立って

いる昆虫の目で，これに含まれる種は27種奇数

えるにすぎな L、。ただし，その分布は広く，ア

フリカ・マダガスカル・セイロン・チベット・

東南アジア・南太平洋・北米・中米・南米にま

たがり，世界の熱帯・亜熱帯域にみられている。

オーストラリアからは，いまだ発見されず，日

本からも未発見であることは言うまでもない。

Zoraptera として， Silvestriが1913年に

新しい目を創設した際には，無麹虫のみが知ら

れていただけであった絶麹目'のいわれは

ここにあるが， Silvestriはこのときこの目が

ゴキブリやシロアリに近いことを示唆した。そ

の後Cramptonにより系統関係が論じられ 19

20年にはCaudellによって有麹虫が発見される

に及んで，いささか系統的位置についての議論

に混乱が生じてきたように患われる o

麹の形態から Crampton(1924)は psoco-

ptera説をとり，Imms(1926)とともにこの自

の中の I亜目とみなした。 Tillyard(1926)や

Karny (1932 )も同様であり， Caudellなども

この説に近いと言えよう o独立の目としてpsoco--

pteraから分校したとの考えはMartynova

(1961 )に見られ， Hennig (1969)もこの説

であった。

一方， Snodgrass (1937)やGurney(19 

38 )らは，直麹系説をとり，近年のSharov

(1968) Mackerras(1970) ， Kevan(1977) 

および、Boudreaux (1978)らはいずれもこの

説をとっている。 Sharov，Mackerrasや

Boudreauxはblattoid系列に属せしめているが，

KevanはArchopterata(Sharov， 1966:カ

ワゲラーシロアリ系列)に属せしめている。こ

のような説のちがL、は，データーが乏しい故に

起るものであるが，系統学上大変問題である。

最近，幸いに2種のZorapteraを検討する

ことができたので，どの説がもっとも秀れてい

るかを考えてみた。

有麹・無麹の多型はシロアリを想定させ，さ

らに有麹型における麹の脱落は，独立にいくつ

かの自にみられるが，やはりシロアリや直麹目

などとの関連を想定させる。麹脈の退化は，こ

れも独立の目にみられるが，この場合チヤタ

テムシ目との関連よりも，むしろ麹脈の消失の

様子はシロアリモドキ目に近いと言える o 実際

にZorapteraをみると，その印象は驚くほど

Notoptera に近似している。その最大の類似

点は，肢部の円錐状のcoxaにある。これは

blattoidグループの共通的な特徴であり，雄の

subgenital plateの強い不相称もあわせてこ

の特徴を示しているといえる。

結局， Zorapteraは，形態学的な立場から

は， Silvestriが最初に示唆し，近年のBoud-

reaux が示したようにblattoid系またはDi-

ctyopterida 中に位置せしめるのが妥当と思

われた。

発生学上の知見が皆無であるが，今後この自

の系統上の位置を論ずる場合には，この分野の

データーが必要不可欠であろう。
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ガロアムシGalloisiana nipponensis (ガ口アムシ闘)の胸部の解制

長島孝行 e 後鶴暢夫〈東京農大，箆E幻

ガロアムシGalloisiananipponensi$ の胸

部の脊絞片は 3環節共に分割されない点の背板

(notum)から成る。前胸背板は側部が内側に

伸び前胸倒j板の背面部の一部を覆う様になって

いる o またヰ1・後総及び腹部第 l節献立誌には，

phragmaが存夜する。ただしこれらのphra-

gmaは各背板のantecosta 起擦のものでカ

ワゲラ等とは異なり postnotumはその形成に

言寄与していない様に窓われる。

前胸側板は比較的多くの節片に分割している。

r:p.後織の{!Itl板は斜めにpleuralridgeを形成

する。 pleural armは，ほとんどepimeron

側から陥入しpleuralri dge には前端がかか

る程度である。またpleuralwing p印 cess，

coxal processも良く発途している。なおゴ

キブザ，カワラゲ等にみられる原始約なpanr

coxal suture (ま存在しない。

前総媛絞のspinalまbasisternur廷の後方に位

置し前胸と中胸の堺を示している o ~わ p 後胸節

には furcasternumとspmasternumの融合

した主主片と大きいbasisternumが存在する e

また各節の basisternumの内方には縦に走る

ridgeがみられるが，これはWeberγ33)の

sternal-glatにお当するものと思われる。

これらの形態はすでに報告のあるGryl1obla-
tta campodeiformis CWalker， '38)と良く

似ている。

また中腕節の筋肉系

を他の随麹系毘mと比

較してみると，ガロア

ムシにはこダギブワ・ジ

ロアザ eハサミムシ・

無趨のナナフシ等には

存在していない P3の

筋肉(これは飛期に関

係すると考えられてい

る〉が叡察される他に 2

多くの毘E訟で間接飛期

務となっている tl4
懇の護得に関係すると

考えられている tergo-

pleural muscle 等

が観察される。また t-cx6， 7， 8の筋肉は

欠いており般の龍惣系昆虫と大きく異なった務

肉配列をしている。

これらの筋肉系についても t-p3，t-p 9 

の筋肉を除いては玉工y，.E.ampodeiformis 

CWalker ，'38)と良く似ている。

以上の様にガロアムシには無懇であるにもか

かわらず t14， P 3， tergopleural musc1e 

等の飛期に関係している筋肉が存寂している。

これらの筋肉を般の直趨系昆虫の無惣裂のもの

と比較してみると，ナナフシ自の盟主

C Jeziorski :18)ではこれらの筋肉は消失し

ている。このことは室麹自のparapodisma(ア

オフキパッタ〉と LenturaCZollessi， '68)に

おいても潟様であるく表〉。これに対しハサミ

ムシ包のAnisolabis (抵抗i，'38)とカワゲラ

旨のScopura(トワダカワゲラ〉では，これら

の筋肉はガロアムシと問機にまだ残ってい

る(表) 0 

この様に意趣系箆虫の無趨型iこは飛期に関係

する筋肉が消失してしまったグループとしてい

ないグル山プに大揺される。この事実は護援に

系統を意味するのではなく，懇の消失の仕方も

しくはその歴史に関係したものと考えられる。

亡。計百?arisonof phra雪rnaand mesothoracic rnuscles 1n orthopセeroidinseets .. 
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ヒメコガネAnomalarufocupr8a Mot部 hulskyの寵曜の微細構造

後罵暢夫〈東京農大〉

食葉性コガネムシ類の複眼の光学顕微鏡的構

造を52種について調査した結果(後閑， 1973)， 

視細胞のかたちが4つのTypeに分けられるこ

とが判明した。すなわち， Type 1は典型的な

連立像絞でスジコガネ亜科の昼光性の種，アジ

ナガコガネ蓮科の各種がこのTypeの践を有し

ているοType2は連立像殺と重複像綬の中間

的な主主と考えられ，どロウドコガネ建科の 2， 

3の還がこれに属している。 Type3は，綴細胞

のかたちは震複像毅に類{1えしているが，明培煩

応による変化はみとめられない。このTypeは

ハナムグリ援科などに見出される。 Type4は

典型的な重複像阪であって，スジコカ、、ネ!fti.科，

コフキコガ、ネ亜科，ビロウドコガネ亜科の夜行性会

昼一夜行性の種がこのTypeの肢を有している。

演者はこれらのそれぞれのTypeの限の微細梼

造与を明らかにすることをくわだてており，今回

はそれらのTypeのうちのType4のひとつと

してヒメコガネの複眼の明一暗順応状態におけ

る微細構造を観察した。

1. 複阪の背腹の直径は約1.337llJflで，約

3，300簡の個限よりなり厚さは中央部で約 320

μ mであるo

2. 脂折系は角膜レンズと晶子体よりなる。

角綾の表面はほとんど平らで， corneal nipple 

はな L、。晶子体をとり菌んでいる 4個の晶子

体締結の結賠責中には，内側から煩に 8~9 績

のER，1績のミトコンドザア，微小管が並ん

でいる。階j領応下ではER上にザボゾームの穎

粒が見出されるが，明)1援応状態では縮担繁全体

が電子密度の高い物質で充たされており，これ

らの細胞器官はあまり明瞭ではなし、。細胞の末

端は conetractとなり 4本に分れて視細胞

聞に入りこみ，核のあたりまで達している。こ

れは明順応では約20μmに伸長するが，暗順応

下では収縮する。

3. 第 1色素細胞は 21闘の細胞よりなり，明

j瞭応下ではconetractをとり密んで基部方向

に伸長する。色素穎粒の直径は先端部では約0.4

μmであるが，基部では1.3~ 1.5μmである。

4. 第 2色素絹態は角撲の下から基底撲まで

達している。ラブドム域では極めて鱈くなり微

小管があらわれる。色素穎粒は夜組E包の核より

先端方向のみに存在する。従ってIJ民応状態によ

り視細胞の核の位置に相応して先端一基方に移

動する。聖誕粒の直径は先端部では 0.95μmであ

るが，基部では1.1~ 1.2μmである。

5. 8個の視細胞のうち，基部の 1側をのぞ

く7倒の細胞がラブドメアを有している。これ

らのうち l個の細胞のラブドメアは非常に大き

く，奇妙なかたちのmicrovilliよりなり，先端

部のみに存在している(先端ラブドメア)。ラ

ブドム域のほ Y中央部では，ラブドムの横断面

は6葉片状を主し，細胞質中に占める割合は約

859ぢである。

6. axon b1.IDdle とー絡に基蔵漢をっき抜

け縞膜域に入った 1~ 3本の毛細気管は分絞し

て約40本の tracheal tapeturn となってラブ

ドム域の基苦言より約58μmの部分をとり密んで

いる。
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THE EGG AND EMBRYON工CRUD工MENTFORMATION OF A STONEFLY， 

KAM工MUR工A TIBIALIS P工CTET (PLECOPTERAi PERLIDAE) 

KISH工MOTO，T. 

工nsiニi七U七eof Bio1ogica1 Sciences， The University of Tsukuba 

1. Egg 

The aqua七ic，ova1 egg of k. tibia1is has a 七hick chorion 七ha七

is usua11y brown. The co1工ar ~s presen七 inthe posterior par七

of egg・ A mushroom-shaped-gummy struc七uどe ca工工ed 、basa1 p1a七e

projec七s from the chor ion through 七he co11ar. Probab1y 七his

adhesi ve basa1 p1ate ho工ds the egg firm1y 七0 七he subs七ra七um in 

wa七er. When 七he egg is p1aced in wa七er a 七emporaryge1atinous 

enve10p around 七he egg expands， and 1ater i七 disappears. A 10t 

of mushroom-1ike bosses bear on the surface of the enve1op. 

The egg jus七 after oviposition is entire1y fi11ed with yo1k 

spheru1es， and the cytop1asm is on1y visib1e around the fema1e 

and ma1e pronuc1ei. 

2. Forma七ionof embryonic rudiment 

The c1eavage ce11s reach a七 random the periphery of yo1k and 

form the b1astoderm. The b1astoderm ce11s are wide1y distri-

buted. 工t is no七 c1ear whether the b1as七oderm ce11s form a 

con七inuous 1ayer or not. The ventra1 p1ate (Fig. a， VP. p. 

is formed a七 the posterior part of egg. Mi11er (1939) reported 

tha七 the ventra1 p1ate of Pteronarcy~ E己主主盟 was formed by the 

direct streaming of ce11s (inc1uding 七he primary nuc1ear aggre-

gation)， but in K. !:!þial~s the direct streaming of ce11s is 

not observed. The ventra1 p1a七e invaginates to form a small 

spheroid embryo with a centra1 amniotic cavity (Fig. b哨 c). The 

10wer part (Fig. c， A) of the embryo deve10ps into the amnion. 
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The Embryonic Development of生豆盟担担sma豆豆旦旦 (Dermaptera)

Youko Fuse 

Summary 

1. The egg-period is about 13 days under room temperature in July and August. 

2. The germ-band develops on the yolk surface. The formation is of superficial type. 

3. Paired rudimentary antennae and thoracic legs develop at first， followed by 

paired gnathal and lastly abdominal appendages in the appenge formation. 

4. The appendages of 11th abdomical segment develop as the rudiment of forceps， 

preceeding the formation of other abdominal appendages. 

5. The embryo increases in width before the initiation of katatrepsis， while the 

embryonic cephalization occurs simultaneously. 

6. The katatrepsis completes rapidly， and the dorsal closure begins from the 

posterior region of the abdomen and proceeds anteriorly. 

7. The full-grown embryo is covered with the embryonic cuticle at the final 

stage of its embryonic development， and its formation is a sign of the hatching. 
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Organogenesis in the head of a Jumping Bristletail， Pedetontus 

unimacula tus (Insecta， Apterygota， Microcoryphia， Machilidae) 

R. MACHIDA 

lnstitute of Biological Sciences. The University of Tsukuba 

1 report the をmbryonic developmental processes of the ectodermal 

derivatives (central nervous system， apodemes and so on) and the meso叩

dermal derivatives (suboesophageal body. b100d cell， musculature and 

so on)， and the segmentation of inner layer in the Pedetontus head. 

1 discuss the metamerism in the head of P控detontus. . Generally in 

insects， .it seems to be more justifiable to consider that the preantennal 

segment or its ganglion is much reduced or probably lacking， and that 

the lobus 3 of protoc母rebrum is acrona1， and that the insect head is 

practical1y composed of an acron + 5 segments， based on the evolu叩

tional considerations on the madibulatan head， as Heymons (1901). 

Tiegs (1940) and Matsuda (1965) suggest芭d. ln Pedetontus， however， 1 

found the preantennnal ganglion， situated medially to the lobus 3 and 

anteriorly to the antennal ganglion， and a pair of rudimentary coelomic 

sacs in the preantennal region. lt may suggest the presence of the 

preantennal segment in Pedetontu5 head as in myriapods and some 

crustaceans. although it may be generally much reduced or lacking in 

insects. The preantennal ganglion of Pedetontu5 may be comparable 

ノ
with Larink' 5 (1969) lobus 3' in P合trobiusbrevistylis. 

Embryogenesisand Phylogeny of Apterygota. 

HIroshi Ando .. 

Sugadaira Montane Res‘Centり Univ‘ofTsuktiba 
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Embryonic Development of the Swift Moth，思坐盟盟主1藍国主rWalker. 

Kobayashi， Y.， M. Tanaka and H.Ando 

Department of Biology， Saitama Medical School 

External morphogenesis of the embryo of型受笠控豆豆距三主主 wasoutlined and 

the formation of its alimentary canal was reported. The embryonic period of this 

species is about 280 hrs (25OC-300C)， and it is divided into 14 stages. 

The stomodaeum is formed in a manner common in insects as an invagination at 

the medio-posterior portion of the cephalic region of the embryo. After revolution， 

paired longitudinal folds like a conduit arise from the inner wall of the stomodaeum 

along its ventro-midline. Such a strange structure has never been known in 

other insect embryos. The proctodaeum arises as an extension of the amnio-

proctodaeal cavity， i. e， the dorsal proctodaeal wall originates from the amnion 

and the ventral one from the posterior region of the telson. The manner of 

proctodaeum formation in this species， therefore. differes form that of the 

ditrysian Lepidoptera in which the proctodaeum arises as a simple invagination of 

the telson. The mid-gut epithelium originates exclusively from the anlage arising 

from the blind end of the stomodaeum， thus belonging to the unipol世 formation

which is uncommon in insects. 
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Blastoderm Formation and Migration of the Cleavage nuclei in the Egg of the 

Silkworm， Bomb主主担豆

Sachiko Takesue and Hiroomi Keお10

Biological Institute， Faculty of Sciences， Nagoya University， and Institute for 

Developmental Research， Aichi Prefectural Colony. 

In Bo旦byxeggs， blastoderm cells seem to form in a mechanism different from 

that usually seen in many other insect species; that is， in艶旦世主 eggs，neither 

typical syncytial blastoderm nor typical cleavage furrows were observed. When 

cleavage nuclei arrived near the periphery of the egg， the egg surface was raised 

into hillocks， stm covered with abundant microprojections， over the nuclei. The 

periplasm fused with its associated cytoplasm， which was partitionated among and 

pulled around the nuclei after the nuclei protruded beyond the initial level of 

the periplasm. Then， each nucleus was separated by a laterally-invading limiting 

membrane from the yolkωgranules畑 occupiedregion to yield a blastoderm cell. This 

mechanism was established not only by light and scanning electron microscopy， but 

also by fluorescence microscopy using the antibody against purified yolk protein. 

The mechanism of nuclear migration was also investigated by the light and 

electron microscopy. In the cleavage nucleus migrating toward the periphery， 

there were many long microtubles directing form the nucleus to all directions along 

the proturance of the associated cytoplasm. Addition of colchicine to the incubation 

medium resulted in stopping of nuclear migration and no formation of blastoderm 

cells. These results suggest the involvement of microtubles in nuclear migration. 

-33一



ORIG1N OF IND1RECT FL1GHT MUSCLES IN A LEP1DOPTおROUS1NSECT， pieris 

EゑE主主 Crucivora.

TSUJ1MURA， H. 

Laboratory of Biology， Faculty of General Education， Tokyo univer-

sity of Agricu工tureand Technology， Fuchu， Tokyo，工83.

工nholometaborous insects， it is wel工 knownthat most of the 

adult tissues differentiate from the undifferentiated tis怒ues，imaginal 

disks or buds， during metamorphosis. However， the origin of adult 

muscles haマen'tyet established and the guestion whether the adult 

muscles are independent of larval muscles is still open. 1n this 

study， 1 traced back to the larva thedeveloping indirect flight 

muscle怨 bymicto四 dissectionas we工1as histology in a white cabbage 

butterfly and found the primordia of the adult muscles in the 5th 

instar larva. 

All of the major indirect flight muscles have the primordial 

tissue in the 5th instar larva independently of the larval muscles. 

The major dorsal longitudinal muscles originate from two primordial 

tissues and the dorso岬 ventralmuscles from three. Three of them 

locate close to some larval muscles and one of them along the trachea 

and the nerve. The other haven't any substrates. The primordial 

tissues are thready and have a small aggregate of cells (myoblasts) 

with little cytoplasm. 

The tissues怒tartto grow when metamorphosis begins. We can 

see histologically many myoblasts and some dividing ones in the tissues 

in early days of metamorphosis. On the 2 to 3 day pupa， each 

primordial tissue begins to divide several subdivisions， which are 

origins of the individual adult muscle bundles. Then the subdivi-

sions grow and differetiate to the adult muscles. 

All of the larval muscles degenerate during metamorphosis. 
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EMBRYONIC DEVELOPMENT OF BITTACUS LAEVIPES NAVAS 

(MECOPTERA BITTACIDAE) 

Nobuo SUZUKI 

Sugadaira Montane Research Center， The University of Tsukuba 

Pregnant females of B ・ 1aevipe~ were captured at Kakuma， 

Nagano， Japan during late August to ear1y September， and 

oviposited in a each cage. 

The new1y laid egg of B. 1aevipe5 is globu1ar(ca. 0.8mm 

in diameter)， and the egg period is ca. 270 days under the 

natura1 condition. 

At 3 days afte~ oviposition， a smal1 germ disk is formed 

on the surface of the egg， and at 9 days， it deve10ps to a 

sma11 slender germ band. The embryo takes a diapause during 

ca. 65欄 245days after oviposition. At 255 days ， the 1itt1e 

paired processes(Fig. 8， arrow) are observed on the 1st-8th 

abdominal ganglia， and they are the rudiments of larval 

abdomina1 1egs. At this time， there appears other paired 

processes at the outer sides of the rudiments， and these 

processes seem to be homo1ogous with the thoracic appendages， 

though they disappear by the time of hatching. 

At ca. 260 days after oviposition， the embryo takes a 

revo1ution， and at ca. 2 days before hatching(ca. 268 days 

after oviposition)， the embryo gets a almost similar feature 

to the 1st instar larva. 
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Comparison of Nuclear Proliferation Cycle of Normal Eggs with That of 

Centrifuged均 gsduring the蕊arlyDevelopmental Stages of ChronomuS盟問担豆主

Mutsuko Sakurai 

Department of Biology， Faculty of Sciences， Ibaraki University 

In the previous study of the incubation of centrifuged eggs of Chironomus 

盟盟旦話.e.at 30 OC and the exposure of the centrifuged eggs to N aCN or N aN 3' 

Yajima reported a critical stage 01，" turning point to induce the double cephalon 

malformation lying around the stage at about 140 min after the centrifugation at 

two pole cell stage (Yajima， 1981). Comparing the results of various unrelated 

experiments of宣旦主主主 (Kalthoff， et al. ，1975; KandlerωSinger and Kalthoff， 1976; 

おldKandler輸 Singer(cited by Kalthoff， 1979))， Kalthoff also showed that lVl
2 

(the second stage of nuclear migration) was the critical stage on the production 

of the double abdomen. 

Since， in our preceeding study. the critical stage was only shown in the time 

required to reach the stage after the centrifuging， the present study is planned 

to show the critical stage precisely詰 morphologicalcriteria， comparing the 

changes of number of cleavage nuclei with development between the normal and 

centrifuged eggs. 

Present observations show that number of cleavage nuclei at the most effective 

stage of 30 oC incubation roughly correspond to these at the nuclear migration 

stage of normal embryo， and the numbers at the critical stage of NaCN 01，" NaN 3 

action to these at a stage shortly before the nuclear migration. These stages are 

not the same either with the受話盟主'sM
2 
or with each other， but the. time gaps 

among the stages are not so large. Present observations also showed that the 

cel1ular blastoderm formation is somewhat delayed in the centrifuged eggs 

(40 min at 20 OC and 60 min at 30 OCト
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Analyse昂 ofpole Cell工nducingActivity of the Posterior Pole 

Cytoplasm of Qrosophila Eggs 

Shin Togashi (工nst.Biol. Sci.， Univ. Tsukuba， Sakura吋 nura，Ibaraki 305) 

R波Ahas been proposed as a candidぷ七efor the germ工inedeterminant in 

prosophilé~ e時bryos，based on such characteristics of the polar plasm as 

sensitivity to the uv at 254nm wavelength and histochemically demonstrated 

RNA. Uecila 晶 Okadahave obtained a subcellular ftaction (P-3)， that 

restores pole cell forming ability to uv国 irradiatedembryos， when injected 

(Fig.l晶2).工norder-to identify a component in P司 3that initiated pole cell 

formation， I tried to obtain a uv-action spectrum of sterilizing embryos， 

and examined if an RNase treaむnenteffec七edP-3 to lose po1e ce11 inducing 

activity. 

To obtain the action spectrum ear1y cleavage embryos were irradiated 

5 __ f.  ___ 2 
at the posterior po1e at the dose of lXlOJerg/cm~ ， the survival rate at 

this dose was near1y equiva1ent among examined wave1engths. The most 

effective wave1ength was 280nm (Fig.2l. Recent1y it has been reported that 

the irradiation by uv with a 10nger wavelength than 254nm gives th母 stronger

biologica1 effects to various organisms than that by the 254nm. Since 

pyrimidine dimers in nucleic acid molecules absors the uv of a longer 

wave1ength than 254nm， it can be assumed that the factor destroyed in this 

experiment is nuc1eic acid. The RNase-trea七edP帽 3had no activity of 

restoring pole ce11 forming abi1ity to the uv-steri1ized embryos (Tab1e 1). 

These results strongly suggest that at 1e畠stone of the cor註ponentsof 

P叫 3，which play an important ro1e for the initiation of pole ce11 formation， 

may be .RNA. 
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LOSS OF THE ABIL工TYTO FORM POLE CELLS工NDROSOPHILA 

EMBRYOS W工THART工FICIALLYDELAYED NUCLEAR ARRIVAL AT 

THE POSTER工ORPOLE 

Masukichi Okada (The Un主versityof Tsukuba，工ns七itute

of Biological Sciences， Sakura吋nura，Ibaraki 305) 

Analyses of an EMS-induced mutant gs(11N26 revealed that polaど

plasm of this mutant was normal in its function to restore fertility 

to the embryos which had been sterilized by UV四 irradiationat the 

pos七e主iorpole when injected into the embryos. Results of an obser-

vation of embryonic development suggested that the grαndahiZd'?ess-

phenotype of this mutan七 wascausedby delay in arrival of nuclei a七

七heposterior pole of the embryo. 工 a七七emptedto examine if delay in 

nuclear arrival at the posterior pole would prevent embryos from 

formeing po工ecells even in wi工d-typeembryos. 

Embryos at early cleavage stage were transversely fragmented 

and the fragmentation was revoked later. The fragmentation did not 

affec七 nucleardivision， but hindered nuclei from m主gratingposterior-

wards.‘ The nuclei resumed the migration. However， their arrival 

a七 theposterior pole was later七hanin embryos which weどeno七

fragmented. Frequency of ernbryos tha七 formedpole cells decreased as 

the period of fragmentation was prolonged. Less than 20も ofthe emb四

ryos which were fragmen七edfor 30 min formed pole cells; on the 

contrary almost al1 emvryos formed pole cells fragmented for less 

七hanone min. Tどansplantationof polar plasm from ear工y cleavage 

embryos into the 30四 min由 fragmentedembryos at their posterior pole 

increased their pOle-cel1-forming frequency to above 50も!fYoung"

polar plasm apparently in七erac七edwith "old" nuclei and formed pole 

cells. 
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OVARIAN STRUCTURE AND BACTERIUM-LIKE STRUCTURE IN THE OOCYTE 

OF CTENOCEPHALIDES CANIS(S工PHONAPTERA:PUL工CIDAE)

MATSUZAK工，M.，M.工NOMATAand H.KANO 

Bio1ogica工 Laboratory，Fukushima Universi七y

The ovary of Ctenoσephαlides σαnis is of typica1 panoistic 

type and consis七sof five ovario1es. The adu1七 ovario1eis an 

e工onga七ed七aperingunit and approximate1y 1650 μm 10ng from the 

七ipof the germarium to七heu1七ima七eoocy七e. The vite11arium 

contains a row of 12-1L↓ oocytes in successive stages of deve1-

opment. The first eigh七七o 七enoocy七esare in the period of re1-

ative1y slow grow七h con七ainingthe previte110genic stages. The 

next七hree七ofour oocytes are in七heperiod of more rapid growth 

containing the vite110genic s七ages，maturation of oocytes and 

forma七ionof egg membranes. The mature oocyte situated in七he

pos七erior-mos七 of七heovario1e is ovoid in shape and abou七

540 X 260 μm in size. The anterior and pos七eriorends of the 

mature egg are simi1ar in form， bu七七heposterior ha1f of the 

egg is sligh七工y 工argerin width as compared with 七heanterior 

one. In the germaria1 young oocy七es，two or七hreec1usters of 

the bacterium-工ike s七ructuresare found. The bacterium-1ike 

struc七ureswi七h 1ess dense matrix and surrounded by a doub1e 

membrane are subspherica1 and e11ipsoida1 in shape and approxi-

ma七e1y1.8 X 1.0 rm in size. A七七heear1y previte110genic stages， 

七he s七ructuresincrease rapid1y in number and is 10cated in the 

posterior portion of the oocytes(Fig.工). During the vite110genic 

stages， the s七ructuresare dispersed throughout the posterior 

periphera1 cytop1asm， and come七obe found among the yo1k gran-

Uユesin七heposterior periphera1 oop1asm(Fig.2). 
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Timing mechanism of a semilunar larva release rhythm 

S.Saigusa 

Department of Biology， College of Liberal Arts， Okayama University， 

Tsushima叩 nal王a2-1即 1，Okayama 700 

The terrestrial crab 色盟盟主 haematochei~ was captured on a hlll fronting 

Gokasho Bay of Kii Peninsula and transported to the laboratory at Kyoto. 

When male and female crabs were kept under a 24サ1light蜘 darkcycle， females 

showed a free叩 runningsemilunar rhythm of larva release. Another crabs were 

exposed to a simulated lunar cycle consisting of a 24.・・h light-dark cycle and 

a 24.8-hぽ tificialm∞nlight cycle. The first egg production was then devided 

into three groups: two groups synchronizing with the arti銭cialnew moon and 

one grτ)UP with the artificial full moon. Nearly all females again started the 

second incubation after release of larvae. The period from the start ofおlcubation

to release of zoea larvae was 31. 4 days for the first clutch and 27.8 days for 

the second clutch， respectively on the average. The temperature rose 4拘 50C

duriねgthe experiment. This may cause acceleratio~ of larval developement. 

These findings suggest that the semilunar rhythm of larva release consists of 

a semilunar timing of incubation and the temperature由 dependentprocess of 

larval deve1opment. 
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EFFECT OF TH蕊 VENOMOF TH怠 GREGARIOUSPARASITOID， APANTELES 

GLOMERATUS， ON ITS HEMOCYTIC ENCAPSULATION BY THE HOST， PIERIS. 

HIDEO KIT ANO 

Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Koganei， Tokyo 184， Japan. 

When eggs from the lateral oviduct of the gregarious parasitoid，生旦盟主並三

誕空空笠笠盟， were injected with calyx fluid and venom apparatus material into host 

larvae，主括主主空空空空豆盟主， most of the eggs were not encapsulated.主主盟主詮受

eggs deposited by the parasitoid from which the venom apparatus was removed 

were usually encapsulated by the host. 

These results indicate that the parasitoid venom apparatus material is an 

important factor in suppressing the encapsulation of 1也 or2ωday-old eggs in the host. 

In order to clearly demonstrate that the venom suppresses egg encapsulation 

but not the encapsulation of other 釦四砲nobjects， DEAE Sephadex A-50 ion exchange 

particles stained with 0.001も(W/V) Congo Red solution were injected into hosts 

together with venom apparatus material. 

The Sephadex particles were encapsulated by host hemocytes (Table， 1). 

The results suggest that the venom does not inhibit the encapsution ab出tyof the host. 
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HISTOLOGY OF THE GONADS AND GERM CELLS IN SOME LARVAL STAGES OF 

THE JAPANESE HORSECHOE CRAB， TACHYPLEUS TRIDENTATUS (LEACH) 

(MEROSTOMATA， XIPHOSURA) 

SAITOH， J. ，K. SEKIGUCHI and T. lVlAKIOKA 

Institute of Biological Sciences， the University of Tsukuba 

The histological features and localities of gonads <and germ cells were examined 

in four larvae of Tachypleus tridentatus. The ovary with distinct previtellogenic 

oocytes in various sizes were found in three larvae of about 9 cm， 10 cm and 22 cm 

10ng inc1uding telson. Oogonia were found only in the former two 1arvae. 

ln these female larvae， the tubular ovary spread reticulary on the dorsal surface 

of the midgut gland which occupied the most part of the cephalothorax. The wall of 

tubu1ar ovary consisted of on1y a layer of flattend epithelial cells in the larvae of 

9 cm and 10 cm long. In the larva of 22 cm long， however， the epithelial layer was 

covered with a rudimentary longitudinal musc1e layer. 

The oogonia and smal1 oocytes were found among the ovarian epithelial cells. 

However， most of large oocytes were on the outer surface of the ovarian wall 

surrounding the ovarian tube. The cellular egg stalks connecting respective large 

oocytes with the ovarian tube were rudimentary and difficult to be distinguished 

fromthe ovarian epithelium. No follicle cell was found around each oocyte. 

The whole surface of the tubular ovary with large oocytes was surrounded 

tightly by a thin cellular membrane. This membrane seems to be a juvenile structure， 

because there is no such a membrane around the adult ovarγ. 

ln the gonad of another 1arva of 10 cm 1ong， we found no distinct oocyte， but 

only some clusters of young germ cells of multiplication period. This larva may 

possibly be a young male. 
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ANALYSIS ON PHYLOGENETIC RELATIONSHIPS AMONG FOUR LIVING 

HORSESHOE CRABS BASED ON BIOCHEMICAL CHARACTERISTICS OF HEMOLYMPH 

AGGLUTININS (HEMAGGLUTININS) -Purification of hemagg1utinin-

FUMIO SHISHIKURA， and KOICHI SEKIGUCHI 

i二.lris生itute of Bio10gical Sciences， the University of Tsukuba 

Our main object to investigate hemo1ymph agg1utinin (hemagg1utinin) is to get some 

biochemical informations on hemagg1utinin mo1ecu1es， which wil1 be e1ucidating the 

phy10genetic re1ationship of the living horseshoe crabs. To make purify hemagg1utinin 

mo1ecu1es is the most indispensab1e p，rerequisitive. Thus， we here report a 

fractionation and purification of hemagg1utinins from horseshoe crab hemo1ymph. 

The Ta生起盟主 (Tachyp1eustridentatusL the J apanese horseshoe crab) 

hemagg1utinins were purified and fractionated into four groups of hemagg1utinins by 

a combination of affinity co1umn chromatography on bovine submaxil1ary glands 

mucin (BSM) coup1ed Sepharose 4B and ge1 filtration on co1umns of both Toyopear1 

HW 65 and Cellulofine GC700 (Fig.1). These agg1utinins were designated as 

hemagg1utinin 1， 11， 111， and IV in the e1ution order on Toyopear1 HW 65 co1umn. 

Among them， hemagg1utinin III was found to be the most suitab1e too1 for our object. 

Hemagg1utinin III was composed of sing1e subunit with the apparent mo1ecu1ar 

weight of 42，000 based on SDS -po1yacry1amide ge1 e1ectrophoresis. Further 

characterizations on hemagg1utinin 111 are now in progress. 
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INDUCTlON OF MULTIPLE MONSTERS WITH ACTINOMYCIN D IN THE HORSESHOE 

CRAB 

TOMlO ITOW， ATSUKO NAKAMURA， and EMIYO HIRAI 

Department of Biology， Faculty of Education， Shizuoka University; 

Shizuoka， Japan. 

When does the embryo of the horsesho念 crabbegin to synthesize RNA? 

We do not know the developmenta1 stage. For the purpose(}f examining stage， 

embryos of the horseshoe crab were continuously treated from stage 4 with 2.5， 

5 and 10μg/ml actinomycin D (Act.D)， the inhibitor to RNA synthesis. As the 

results the treated embryos did not develop (Refer to Figure). When the embryos 

immediately after the fertilization were continuously treated with 2. 5].lg/ml Act.D， 

they developed norma11y at first， but they stopped developing at stage 4 ( the 

stage just after the periphera1 migration of cleavage nuclei). 

Moreover， embryos of the horseshoe crab were treated with Act.D for purpose 

of ana1yzing the resulting monsters to understand the mechanism of morphogenesis. 

By the 24 h-treatment with 2.5 to 250 ng/ml Act.D at stage 3 and 4， multiple 

monsters were induced. In the multiple monsters， many anterior-duplication， triple 

duplication and quadruple duplication were observed. Besides， the same type of 

mupltiple monsters were induced by the 24 h“treatment with 100 J1g/ml Cycloheximide 

(the inhibitor to protein synthesis) at stage 4. 

From the above-mentioned results， followings can be suggested. In embryos of 

the horseshoe crab， as well as the embryos of insects， RNA synthesis begins at the 

stage of the earliest blastoderm stage. The synthesized RNA may synthesize new 

proteins which play an important role to the future embryona1 development. 
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RADIATI0N EFFECTS ON THE EMBRYuNIC DEVιLOPMENT OF SPIDER， 

E~EOSCONA 主主立エlQA (L. KOCH)， ESPECIALLY ON THE HATCHABILITY. 工工

1) ... UA'T'C'TTMfvr(2) __.:1 'T' nUMTcuT3) KONDO， A.~/ ， S. MATSUMOTO~! and T. OHNISHI 

1) Department of Bio10gy， Facu1ty of Science， ~oho University 

2) Department of Bio1ogy， Kyorin Uτliversity 

3) Department of Bio10gy， Nara Medica1 Co11ege 

Previous1y， we reported some radiation effects on the 

hatchabi1ity of spider， ~eoscona 旦訟与平三・ First， when e'gγ 

cocoons were irradiatedム.ll.t..Q.t.Q. by gamma ray， the hatchabilii:y 

varied with the egg四 cocoondurin乞 thec1eavage stage. Second1y， 

the stages from appearance of primordia of appendages to midd1e 

embryonic ~eversion were the most critica1 against X四 ray，and 

主heir 主ota1 1etha1 dose was 500 R. 

ln this draft we wish to report on the resu1ts of our 

further test of the sensitibity of spider embryos to gamrna ray. 

ln present test a11 of the iso1ated embryos were irradiated 

by gamma ray. At the c1eavage stage same tendency mentioned 

abovp was reco宗ロ工zed. A1though the most critica1 stages白were

a1so same as previous st~dy ， tota1 1etha1 dose was 200 R. 

工rradia七iona主 thes主ageof 1a主eembryonic reversion brought 

6.0 % of the hatchabi1ity at 2，000 R and 0 % at 3，000 R，凶hile

at the heartbeat王ngstage it brought 14.9 % at 3，000R and 

4.7 % at 5，000 R. Al1 of the deve10ped embryos irradiated 

before the stage of ear1y embryonic reversion were hatched， 

but many of the deve10ped embryos irradiated immediately 

before hatching did not hatch. 

We are worried about low hatchability， abot主主 60 %， of 

unirradiated embryos isolated at the stage of pre-germband. 
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80ME OB8ERVATON8 ON THE EARLY DEVELοPM蕊NTOF AMERICA(-I HOR8ESHOE 

CRAB， LIMULUS POLYPHElVlUS， USING CINEIViATOGRAPHY 

SEKIGUCHI， K. and A.TANlKAWA 

Institute of Biological Sciences， The University of Tsukuba and Noba Semor High 8chool 

Immediately after collecting eggs frゅmgonopores， inseminated and uninsemini¥ted 

eggs were respectively filmed for about 40 hours with a 16寸nmcinematographic 

apparatus. The events seen in the films were analyzed in detail. 

The remarkable events observed during the early developmental processes of 

American horseshoe crab， Limulus polyphemus， were as follows: 

1. About 5噂 10minafter insemination， sゅmecrater-1ike depressions appeared on 

the egg surface. The depresssions increased in number， and each of them spread to 

make folds. Finally， about 45崎 50min after， the egg surface became smooth. 

2. After 70 min， the firot granulation occurred on the surface. A，fter this， 

the granulation and the smoothness were repeated at least twice during about 8 hours. 

3. About 20 h after. irregular. shallow furrows appeared on the upper-surface 

of the egg. 

4. The furrows became deep and increased in number and the egg surface was 

divided into blocks. On the surface of the blocks some nuclei were observed. 

It is worth noting that uninseminated eggs underwent the same developmental 

processes shown in events 1-3 as the fertilized eggs except that the former took 

10nger time than the 1atter. 
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Anatomy of the thorax of ~alloisian~ nip巴些盟主 (CAUDELLET 

K工NG) (Notoptera 工nsecta)

NAGASHIMA，T.and N.Gokan 

Laboratory of Entomology，Tokyo University of Agriculture 

The pronotum is laterally curved and cover、ingthe dorsal 

part of the propleuron. In anterior margin of the mesonotum， 

metanotum and 1st abdominal tergum the phragmataformed from the 

antecosta are found. 

The pleural ridges of the meso and metapleuron run obliquely 

and a T-shaped inner expansion at its upper end is the pleural 

wing process. The pleural arm is barely connected in front with 

the pleural ridge， because it is chiefly aprocess of the epimeron. 

The coxal process of the trochantin is well developed. The 

paracoxal suture which is considered to be primitive suture is 

not recognized. 

The prosternum is hardly sclerotized. The paired furcal 

pits lie poster、iorto the basisternum. The first spina invaginates 

at the posterior end of the prosternum. The border between the 

mesosternum and the metasternum is marked by the second spina. 

The furca sternum and spina sternum of the meso and metasternum 

are fused into a sclerite. The basisternum of each segment has 

a median longitudinal ridge which is thought to correspond with 

the sternal-glat of Weber(1933). A remarkable feature is the 

presence of the third spina in the metasternum. 

The char、acteristic feature of mesothoracic muscle in this 

species is the presence of t-p3， and of this order is the presence 

of t14，p3 and tergopleural muscles. these muscles are related to 

flight and are usually absent in other wingless Phasmida and 

Orthopter、a(Table.--). However， in wingless species in the 

Dermaptera and Plecoptera， those muscles are present as in the 

Notoptera(Table.ーー)
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The Compound Eye of the Soybean Beetle ，並立主註~ rufocu}2.自主

Motschulsky(Coleop七era，Scarabaeidae) 

Nobuo GOKAN 

Laboratory of Entomology， Tokyo university of Agrucu1ture 

Setagaya， Tokyo 156， Japan 

The s七ructureof the compound eye of the soybean beetle， 

Anoma1a ど 1lfocupre~ ， which is nocto-diurna11y active，was obseved 

with 1ight and e1ectron microscope. The eye is about 1.33mm 

in dorso-ventral diameter and the typica1 superposition eye 

with eucone ommatidia. In the cone sheath， the ribosome parti-

cles on the concentric endop1asmic re七iculumappeared in the 

dark adapted state， whereas they were obscured during the light 

adap七a七ion. The proximal tip of the cone ce1工sextend about 

20pm 10ng as the cone tract during the light adaptation. They 

invaded among the interce11ular spaces of the retinu1a ce11s 

and reached their nuc1ear level. The principa工 pigmentce1工S

extend proximally in the light adapted state， and the pigment 

grains were about 0 ‘4pm in diame七erat the distal retion， 

while at the proxima1 part， they were 1.5~m. The pigment grains 

in the accessory pigment cel1s were restricted to above the 

nuclear leve1 of retinu1a cells. These pigment grains were 

about O.9pm in diameter at distal region and about 1.2pm at the 

proximal level. Seven of eight retinu1a cells contributed to 

the rhabdom formation. One of the rhabdomeres was situated at 

distal most and was formed by 10ng and anomalous microvilli. 

The rhabdom 1ayer was surrounded by more than 40 tracheoles 

which form the tapetum. 
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あった。然しながらその事が裏呂となり時間に

追われる会となって，充分な議論が出来ぬ破自

に務ち入った。今後，講演希望者の多いことが

予想される場合は充分時間を用意したスケジュ

ールを立てる必要があることを反省させられた。

なお，今屈の会場の設定に際して地元大子一高

綱康幸一氏の助力があったことを付記する。

ロ』昔前"

茨城県久慈郡大子町矢田字花掛

余暇活用センター『やみぞ』

昭和56年 6月6，7日

A恥

::zx 第17回談話会

開催地

臼

梅雨の前ぶれを患わせる潟が時々やって来る

Bであったが，そして交通の便の良くない茨城

県北の地であったが多くの人々が参集し盛会で

期

れた芳賀氏より向案と経過説明。諸兄の間の

議論の中で，学会イむの事情に精通した山崎氏

(国立科学博物館〉に調査を依頼することに

決定。

3. 本の出版は数年来の懸案であるが，仲々具

体化に至らない問題点を幾つが示摘された。

内容等についても，鶴田氏は類似の本が計箇

或いは出妓されるなかで重複を避けるべきと

の意見そ出された。

愛一郎氏

次期開催地の件

談話会の学会化の件

節足動物発生学の本を出版する件

ぷ:l..
::zx 

宮

L
z
a

総

議長

議題

1 下回の筑波大臨海実験センターで開催され

ることに決定〈禁後，間実験センタ…のスケ

ジュールの都合で菅平高原実験センターに変

更)。

2. これまで学会規則案の作成にあたってこら
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(ABCJI翼〉

〈筑波大・菅平〉

(東京農大・昆虫〉

(筑波大・生物)

(筑波大・菅平)

(東邦医薬研)

〈静需大・教脊・生物〉

〈東京農大・昆虫〉

(茨城県立大子一高〉
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〈学習設〉
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